
 

作成年月日：令和 6 年 4 月 16 日 

総合工科高等学校 令和６年度 1 学年 年間授業計画 

教科 工業 科目  工業技術基礎 単位数 ３単位 対象学年組 第 1 学年 １ 組 

組教科担当 1 組 矢野/佐々木/笹平 2 組  3 組  4 組  5 組  

使用教科書 工業技術基礎（実教出版） 

教科の目標 

工業の見かた・考えかたを働かせて、これから学ぶ製作実習などの実践的・体験的な学習を通して、工業の諸課題を適切に解決できる基礎的な 

資質・能力の育成を目指す。また、３班に分けてローテーションさせることで、機械や自動車を学ぶ上で必要な基本的な知識をきめ細かく育成す

る。 

【知識及び技能】 機械の基本や工作機械、自動車の基本や構造などの知識、また、その取扱い方法等を学ぶことで、工業を学ぶ上で必要な知識

や技能を身につけさせる。 

【思考力、判断力、表現力等】 実習や実験などを行い、工業的な探究する力を養う。また、作品や報告書の作成により表現力等を育成する。 

【学びに向かう力、人間性等】 工業技術に触れることにより、主体的に興味・関心を持ち、改善や向上をめざして学ぶ態度を身につけさせる。 

科目の目標 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

 機械の基本や工作機械、自動車の基本や構造

などの知識、また、その取扱い方法等を学ぶこ

とで、工業を学ぶ上で必要な知識や技能を身に

つけさせる。 

実習や実験などを行い、工業的な探究する力を養

う。また、作品や報告書の作成により表現力等を育

成する。 

 工業技術に触れることにより、主体的に興味・関心を

持ち、改善や向上をめざして学ぶ態度を身につけさせ

る。 

  単元の具体的な指導目標 指導項目･内容 評価規準 知 思 学 
配当 

時間 

一
学
期
～
三
学
期 

 単 元  

「工業技術基礎」を学ぶにあた

って 

【知識及び技能】 

・実習場所及び機械名を理解させ

る。 

【思考力、判断力、表現力】  

・実習報告書の重要性を理解させ

る。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・服装、持ち物を理解させる。 

・指導事項 

工業技術基礎を学ぶにあたっての心がま

え、内容、服装、集合場所、持ち物等の指導

を行う。 

 

・教材 

教科書及び実習機械 

 

 

これから学ぶ「工業技術基礎」が工業各分野

に共通する基礎的な知識、技術、態度を実習を

通して習得する意義を理解させる。 

○ ○ ○ 2 

 単 元 

人と技術と環境 

 

【知識及び技能】 

・技術者として、人と社会のかか

わりや工業技術が担う役割を理解

させる。 

【思考力、判断力、表現力】  

・技術者として、人と社会のかか

わりや工業技術が担う役割を理解

させる。 

【学びに向かう力、人間性等】  

・産業構造や就業構造について理

解させ、専門技術者には職業資格

の取得が必要な事を理解させる。 

 

・指導事項 

工業技術基礎を学ぶにあたっての心がま

え、人と社会のかかわりや工業技術が担う役

割を理解させる。 

 

・教材 

教科書及び実習機械 

 

これから学ぶ「工業技術基礎」が工業各分野

に共通する基礎的な知識、技術、態度を実習を

通して習得する意義を理解させる。 

○ ○ ○ 2 

単 元 

 事故防止と安全作業の心がまえ 

 

【知識及び技能】 

・事故防止に努め、安全に作業を

行う態度を身につけさせる。 

【思考力、判断力、表現力】 

・事故発生時の対処について理解

させ、安全に行動ができる態度を

身に付けさせる。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・指導事項 

工業技術基礎を学ぶにあたっての心がま

え、事故防止に努め、安全に作業を行う態度

を身につけさせる。 

 

・教材 

教科書及び実習機械 

 

 

 

 

 

 

これから学ぶ「工業技術基礎」が工業各分野

に共通する基礎的な知識、技術、態度を実習を

通して習得する意義を理解させる。 

また、安全を第一に考えることを理解させ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ○ ○ 2 



・安全に行動ができる態度を身に

付けさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

単 元 

 実験・実習報告書の作成 

 

【知識及び技能】 

・実験・実習の結果を報告書とし

てまとめる手法を習得させる。 

【思考力、判断力、表現力】 

・実験・実習の結果を報告書とし

てまとめる手法を習得させる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・実験・実習の結果を報告書とし

てまとめる手法や表現方法を習得

させる。 

 

 

・指導事項 

実験・実習の結果を報告書としてまとめる

手法を習得させる。 

 

・教材 

教科書 

 

これから学ぶ「工業技術基礎」が工業各分野

に共通する基礎的な知識、技術、態度を実習を

通して習得する意義を理解させるとともに、報

告書としてまとめる手法を理解させる。 

 

○ ○ ○ 2 

単 元 

 実 習（3 班に分かれて行う） 

  溶接① 

  旋盤① 

  EV（電気自動車）① 

 

【知識及び技能】 

溶接 器具の使用方法、防具の意

味を理解させる。 

旋盤 測定具の取扱い、機械の操

作を理解させる。 

EV 自動車を整備する際の基本を

理解させる。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

溶接 溶接の種類や方向が適切に

行えるようにする。 

旋盤 金工やすりの選び方や加工

方向が適切にできるようにす

る。 

EV 工具の使い分けや車両の取扱

いが適切にできるようにす

る。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

各班の作業を理解し、適切な報

告書が作成できるようにする。 

 

・指導事項 

 各班、基本的な器具の使用方法を理解さ

せ、安全を第一に考えて作業が出来るように

する。 

 

・教材 

アーク溶接機、ガス溶接器具 

ノギス、バイト、ハイトゲージ 

実習車、ガレージジャッキ、 

めがねレンチ、ソケットレンチ 等 

・各工具や器具の基本的な取り扱いが出来てい

るか。 

・安全を第一に考え作業が出来ているか。 

・報告書が適切に作成されているか。 

○ ○ ○ 29 

      
 



単 元 

 実 習（3 班に分かれて行う） 

  溶接② 

  旋盤② 

  EV② 

 

【知識及び技能】 

溶接 器具の使用方法、防具の意

味を理解させる。 

旋盤 旋盤の取扱い、旋盤加工の

必要性を理解させる。 

EV エンジンとモーターの違いや

構造を理解させる。 

 

【思考力、判断力、表現力】 

溶接 溶接の種類や方向が適切に

行えるようにする。 

旋盤 切削工具の選び方や加工方

法加工方向が適切にできるよ

うにする。 

EV 工具の使い分けや分解順序   

が適切にできるようにする。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

各班の作業を理解し、適切な報

告書が作成できるようにする。 

 

・指導事項 

 各班、基本的な器具や機械の使用方法を理

解させ、安全を第一に考えて作業が出来るよ

うにする。 

 

・教材 

アーク溶接機、ガス溶接器具 

旋盤、バイト、ノギス 

小型汎用エンジン、めがねレンチ、 

ソケットレンチ 等 

 

・各工具や器具の基本的な取り扱いが出来てい

るか。 

・安全を第一に考え作業が出来ているか。 

・報告書が適切に作成されているか。 

○ ○ ○ 29 

 

 



 

作成年月日：令和 6 年 4 月 16 日 

総合工科高等学校 令和 6 年度 1 学年 年間授業計画 

教科 工業 科目 工業情報数理 単位数 ２単位 対象学年組 第 1 学年  １ 組 

組教科担当 1 組 矢野、佐々木 2 組  3 組  4 組  5 組  

使用教科書 実教出版「工業 718 工業情報数理」 

教科の目標 
工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，ものづくりを通じ，地域や社会の健全で持続的な発展を担う

職業人として必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

【知識及び技能】 工業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 工業に関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】 
職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，工業の発展に主体的かつ協働的に取り組

む態度を養う。 

科目の目標 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

工業の各分野における情報技術の進展と情報の

意義や役割及び数理処理の理論を理解するとと

もに，関連する技術を身に付けるようにする。 

情報化の進展が産業社会に与える影響に関する課題

を発見し，工業に携わる者として科学的な根拠に基

づき工業技術の進展に対応し解決する力を養う。 

工業の各分野において情報技術及び情報手段や数理処理

を活用する力の向上を目指して自ら学び，工業の発展に

主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

  単元の具体的な指導目標 指導項目･内容 評価規準 知 思 学 
配当 

時間 

１
学
期 

第 1 章 産業社会と情報技術 

1. コンピュータの構成と特徴 

・コンピュータの基本構成につい

て理解させる。 

・ハードウェアとソフトウェアの関係につい

て理解させる。 

・コンピュータの特徴について理解させる。 

 

・情報・情報処理・データ・情報化社会などの

用語を理解している。 

・現代社会では、コンピュータがどのような特

徴をもち、どのように利用されているかなどに

ついて関心をもち、意欲的に学習に取り組み、

学習態度は真剣であるかどうか。 

〇  〇 ２ 

2. 情報技術の発展と産業社会 

・コンピュータが身のまわりのさ

まざまなものに組み込まれ、さら

にインターネットなどに接続され

利用されていることについて理解

させる。 

・工場や販売流通、オフィスなどにおいて、

コンピュータによる自動化が作業を効率的に

進めていることについて理解させる。 

・コンピュータとネットワークの発達が効率

的なコンピュータシステム利用や環境保護に

貢献していることを理解させる。 

・身のまわりのどの機器にコンピュータが組み

込まれ利用されているか、産業界のどの分野で

コンピュータがどのように活用されているか調

査を行い、まとめることができる。 〇 〇  ２ 

3. 情報化社会の権利とモラル 

・知的財産権、プライバシーの保

護、ネチケットなど自分と他人の

権利を守ることやモラルの重要性

を理解させる。 

・知的財産権、個人情報保護などにおける法

的な根拠や、法律には規定されていないルー

ルについて留意する。 

・情報化社会で守るべきモラルについて、情報

技術を利用して法的な根拠について理解してい

る。 〇  〇 ４ 

4. 情報のセキュリティ管理 

・コンピュータウイルス対策や情

報の不正利用防止のための基本的

な技術を理解させる。 

・情報化社会で守るべきモラルについて、情

報技術を利用して法的な根拠を理解してい

る。 

・情報の不正利用の技術的な防止方法を調査

し、報告書にまとめることができる。 
〇 〇  4 

第２章 コンピュータの基本操作

とソフトウェア 

1. コンピュータの基本操作 

・コンピュータの正しい利用手続

き、キーボードやマウスの基本的

な操作について理解させる。 

・作成したデータ保存やデータ利用に必要な

補助記憶装置の取り扱いについて理解させ

る。 

・実際に操作させる。 

・キーボードやマウスを扱う技術を習得してい

る。 

・コンピュータの起動・終了、キーボードの操

作、マウスの基本操作、記憶装置の取り扱いな

どに関心をもち、意欲的に学習に取り組み、学

習態度は真剣であるかどうか。 

〇  〇 4 

2. ソフトウェアの基礎 

・ソフトウェアの分類とオペレー

ティングシステムの目的および基

本操作について理解させる。 

・実際に操作させる。 ・アプリケーションソフトウェアの中から必要

なソフトウェアを選択することができる。 

  〇 〇 4 

3. アプリケーションソフトウェア 

・どのようなアプリケーションソ

フトウェアがあるか理解させ、実

際に使えるようにする。 

・実際に操作させて、アプリケーションの特

徴や使用目的の違いについて理解できるよう

に留意する。 

・アプリケーションソフトウェアに共通する基

本的な操作などの技術を習得している。 

・各種のアプリケーションソフトウェアを活用

して情報を処理し、必要な形式で出力できる。 〇 〇  4 



２
学
期 

第９章 情報技術の活用 

1. マルチメディア 

・マルチメディアの概要と情報の

ディジタル化などについて理解さ

せる。 

・マルチメディアの活用としては、データ圧

縮技術が重要であることに留意する。 

・実際に操作させる。 

・マルチメディア機器やマルチメディアソフト

ウェアの操作に関する技術を習得している。 

・マルチメディアのハードウェアやソフトウェ

アに関心がある。 
〇  〇 4 

3. 文書の電子化 

・まとめた情報を文書として保

管、活用する方法について理解さ

せる。 

・実際に操作させる。 ・情報収集のための機器の操作に関する技術を

習得している。 

・文書の適切な電子化方法を選択して提案でき

る。 

〇 〇  6 

4. 問題の発見・解決 

・問題を見いだし，それを解決して

いく手順と方法を理解させる。 

・いくつかの手法の中から，最も適したもの

を選択して利用できるよう留意する 

・問題点を解決するための適切な手順や方法を

選択して，実行する技術を習得している。 

・既存の方法について問題点を見いだし，解決

していくことに意欲がある。 

〇 〇 〇 4 

第３章 プログラミングの基礎 

〇プログラムのつくり方 

・プログラム言語の種類について理

解させる。 

・見やすいプログラムを作成する必要性を理

解できるように留意する。 

・基本的なプログラムを作成し、実行する技術

を習得している。 

 〇 〇 〇 8 

３
学
期 

Python によるプログラミング 

・Python の特徴 

・Python の命令文、簡単なプログ

ラム作成について理解させる。 

・Python で使用できる文字について留意す

る。 

・Python プログラムの作成手順を理解し、簡単

なプログラム作成のための技術を身につけてい

る。 

・プログラムの作成手順に関心をもち、意欲的

に学習に取り組もうとする。 

〇 〇 〇 20 

Python のまとめ 

・課題プログラムの作成 

・適切な命令文の選択と使い方について留意

する 

・課題のプログラムを理解し、正しく命令文を

仕えている。 

・プログラムの作成手順に関心をもち、意欲的

に学習に取り組もうとする。 

   4 

 



 

作成年月日：令和 6 年 ４ 月 16 日 

総合工科高等学校 令和６年度 1 学年 年間授業計画 

教科 工業 科目 製図 単位数 ２単位 対象学年組 第 1 学年  １ 組 

組教科担当 1 組 吉田/佐伯 2 組  3 組  4 組  5 組  

使用教科書 実教出版「７実教７０２機械製図」 

教科の目標 
工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，ものづくりを通じ，地域や社会の健全で持続的な発展を担う

職業人として必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

【 知識及び技能 】 工業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 工業に関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。また、作品や報告書

の作成により表現力等を育成する。 

【学びに向かう力、人間性等】 職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，工業の発展に主体的かつ協働的に取り組

む態度を養う。 

科目の目標 

【知】 【思】 【学】 

各種機械や部品の製作に使用される図面などの

作成に関する基礎的・基本的な知識と技術を習

得するとともに，各種機械や部品の製作に使用

される図面等の役割や作図法，図面などを正し

く読み，作成できる力を身につけている。 

各種機械や部品の製作に使用される図面などの作成

における諸問題を的確に把握（分析）し，考察を深

めるとともに，機械製図に関する知識と技術を活用

しながら表現する力を身につけている。 

各種機械や部品の製作に使用される図面などを作成する

ことに興味・関心をもち，機械製図の意義や役割の理解

および諸問題の解決を目指して，主体的に学習に取り組

もうとしている。 

  単元の具体的な指導目標 指導項目･内容 評価規準 知 思 学 
配当 

時間 

１
学
期 

【知】・機械や部品の製作に使用さ

れる図面の役割や｢製図総則」，

｢機械製図」などの JIS 規格の必要

性を理解させる。 

・誤りのない図面をかくことがで

きる実践的な知識を身につけさせ

る。 

 

【思】 

・図面の役割や｢製図総則」，｢機械製

図」などの JIS 規格の重要性につい

て理解させる。考え（思考・判断），

誤りのない図面を作図させる (表

現）。 

 

【学】 

・機械や部品の製作に使用される図

面の役割や｢製図総則」，｢機械製図」

などの JIS 規格に興味･関心をもち，

誤りのない図面をかくことに意欲

的に取り組ませる。 

第 1 章 製図の基礎 

1 機械製図と規格 

 1 図面の役目と種類 

 2 製図の規格 

 

・工業における図面や製図の意義・役割等を理

解し，機械製図に関する JIS 規格の概要を知り，

それらが実際に活用できるように学習する。 

教材 

・教科書、副教材、プリント等 

・機械や部品の製作に使用される図面の役割や

｢製図総則」，｢機械製図」などの JIS 規格の必

要性を理解している。 

・誤りのない図面をかくことができる実践的な

知識を身につけている。 

 

・図面の役割や｢製図総則」，｢機械製図」など

の JIS 規格の重要性について理解している。考

え（思考・判断），誤りのない図面をかくこと

(表現）ができる。 

 

・機械や部品の製作に使用される図面の役割や

｢製図総則」，｢機械製図」などの JIS 規格に興

味･関心をもち，誤りのない図面をかくことに

意欲的に取り組んでいる。 

  〇 2 

【知】・製図用具の種類や基本的な

使い方，さらに用具の特質を生か

した正しい使い方等について理解

している。実践的な知識を身につ

けさせる。 

 

【思】 

・製図用具の種類や基本的な使い方

について理解させる。創意工夫（思

考・判断）し，用具の特質を生かし

た正しい使い方を身につけさせる。 

 

【学】 

・製図用具の種類や基本的な使い方

について理解させる。興味・関心を

もち，用具の特質を生かした正しい

使い方ができるよう意欲的に取り

組んでいる。 

2 製図用具とその使い方 

 1 製図用具 

 2 製図用具の使い方 

 

・製図用具の種類と用途を知り，正しい使い

方等を理解する。 

教材 

・教科書、副教材、プリント等 

・製図用具の種類や基本的な使い方，さらに用

具の特質を生かした正しい使い方等について理

解している。実践的な知識を身につけている。 

 

・製図用具の種類や基本的な使い方について理

解している。創意工夫（思考・判断）し，用具

の特質を生かした正しい使い方ができる。 

 

・製図用具の種類や基本的な使い方について理

解している。興味・関心をもち，用具の特質を

生かした正しい使い方ができるよう意欲的に取

り組んでいる。 

〇  〇 2 



【知】 

・製図の基本である文字や線のか

き方を理解させる。 

・正確で美しい文字や線を表すこ

とについて理解させる。実践的な

知識を身につけさせる。 

 

【思】 

・製図の基本である文字や線のかき

方について理解させる。創意工夫

（思考・判断）し，正確で美しい文

字や線を作図させる。 

 

【学】 

・製図の基本である文字や線のかき

方について理解している。興味・関

心をもち，正確で美しい文字や線が

表現できるよう意欲的に取り組ま

せる。 

3 図面に用いる文字と線 

 1 文字 

 2 線 

 

・JIS 規格に規定された文字や線の種類と用途

について学習するともに，図面に用いる文字や

線が正しく，きれいに，迅速にかけるよう反復

練習する。 

教材 

・教科書、副教材、プリント等 

・製図の基本である文字や線のかき方を理解し

ている。 

・正確で美しい文字や線を表すことについて理

解している。実践的な知識を身につけている 

 

・製図の基本である文字や線のかき方について

理解している。創意工夫（思考・判断）し，正

確で美しい文字や線をかくことができる。 

 

・製図の基本である文字や線のかき方について

理解している。興味・関心をもち，正確で美し

い文字や線が表現できるよう意欲的に取り組ん

でいる。 

〇  〇 4 

【知】 

・基礎的な図形のかき方について

理解させる。 

・正確な図形をかくことができる

実践的な知識を身につけさせる。 

 

【思】 

･基礎的な図形のかき方について理

解している。創意工夫（思考・判断）

し，正確な図形を作図させる(表

現）。 

 

【学】 

･基礎的な図形のかき方について理

解している。興味・関心をもち，正

確な図形がかけるよう意欲的に取

り組ませる。 

４ 基礎的な図形のかき方 

 １ 基礎的な作図 

 ２ 直線と円弧，円弧と円弧の 

   つなぎ方 

 ３ 平面曲線 

 

・コンパスや定規などを用いて，線分の 2 等分

や円に接する正六角形などの基本的な図形の

かき方(作図法）について理解する。 

・直線と円弧，円弧と円弧のつなぎ方やだ円や

歯形曲線などの特殊な図形のかき方について，

実技(演習課題等）を通して学習する。 

教材 

・教科書、副教材、プリント等 

・基礎的な図形のかき方について理解してい

る。 

・正確な図形をかくことができる実践的な知識

を身につけている。 

 

･基礎的な図形のかき方について理解してい

る。創意工夫（思考・判断）し，正確な図形を

かくこと(表現）ができる。 

 

･基礎的な図形のかき方について理解してい

る。興味・関心をもち，正確な図形がかけるよ

う意欲的に取り組んでいる。 

〇  〇 4 

【知】 

・製図の基本である投影法につい

て理解させる。 

・正確な投影図をえがくことがで

きる実践的な知識を身につけさせ

る。 

 

【思】 

・製図の基本である投影図のえがき

方について理解している。創意工夫

（思考・判断）し，正確な投影図を

作図させる。 

 

【学】 

・投影図のえがき方について理解さ

せる。興味・関心をもち，正確な投

影図がえがけるよう意欲的に取り

組ませる。 

５ 投影図のえがき方 

 １ 投影法 

 ２ 投影図のえがき方 

 

・各種投影法について，原理や分類，導入の歴

史等にも触れ，機械製図の基礎である正投影法

による図形の求め方を理解する。 

・第三角法による投影図のかき方等について，

実技(演習課題等）を通して学習する。 

教材 

・教科書、副教材、プリント等 

・製図の基本である投影法について理解してい

る。 

・正確な投影図をえがくことができる実践的な

知識を身につけている。 

 

・製図の基本である投影図のえがき方について

理解している。創意工夫（思考・判断）し，正

確な投影図をえがくことができる。 

 

・投影図のえがき方について理解している。興

味・関心をもち，正確な投影図がえがけるよう

意欲的に取り組んでいる。 

〇 〇 〇 4 

２
学
期 

【知】 

等角図やテクニカルイラストレー

ションなどの立体的な図示法につ

いて理解させる。 

・正確な立体図をえがくことができ

る実践的な知識を身につけさせる。 

 

６ 立体的な図示法 

 １ 等角図のえがき方 

 ２ キャビネット図 

 ３ カバリエ図 

 ４ テクニカルイラストレーション 

 

・品物を立体的にえがく等角投影法（軸測投影）

・等角図やテクニカルイラストレーションなど

の立体的な図示法について理解している。 

・正確な立体図をえがくことができる実践的な

知識を身につけている。 

 

・等角図やテクニカルイラストレーションなど

の立体的な図示法について理解している。創意

〇 〇 〇 8 



【思】 

・等角図やテクニカルイラストレー

ションなどの立体的な図示法につ

いて理解させる。創意工夫（思考・

判断）し，正確な立体図をえがかせ

る。 

 

【学】 

・等角図，キャビネット図，カバリ

エ図，テクニカルイラストレーショ

ンなどの立体的な図示法について

理解させる。興味・関心をもち，正

確な立体図がえがけるよう意欲的

に取り組ませる。 

について学習する。 

・等角投影図と等角図との違いを理解し，斜面

部や曲面部をもつ品物の等角図のえがき方に

ついて，実技（演習課題等）を通して学習する。 

・キャビネット図やカバリエ図のえがき方とそ

の特長を理解し，併せて等角図によるテクニカ

ルイラストレーションのえがき方について実

技(演習課題等）を通して学習する。 

教材 

・教科書、副教材、プリント等 

工夫（思考・判断）し，正確な立体図をえがくこ

とができる。 

 

・等角図，キャビネット図，カバリエ図，テクニ

カルイラストレーションなどの立体的な図示法

について理解している。興味・関心をもち，正確

な立体図がえがけるよう意欲的に取り組んでい

る。 

【知】 

・展開図や相貫体などについて理解

している。 

・正確に展開図や相貫体をえがくこ

とができる実践的な知識を身につ

けさせる。 

 

【思】 

・展開図や相貫体などについて理解

させる。創意工夫（思考・判断）し，

正確な展開図や相貫体をえがかせ

る。 

 

【学】 

・展開図や相貫体などについて理解

させる。興味・関心をもち，正確な

展開図や相貫体をえがけるよう意

欲的に取り組ませる。 

７ 展開図 

 １ 立体の展開図 

 ２ 相貫体とその展開図 

 

・板金溶接などで使われる角柱や角すい台，円

柱などの展開図のかき方を理解する。 

・相貫線や相貫図のかき方を理解し，さらに展

開図のかき方について実技(演習課題等）を通

して学習する。 

教材 

・教科書、副教材、プリント等 

・展開図や相貫体などについて理解している。 

・正確に展開図や相貫体をえがくことができる

実践的な知識を身につけている。 

 

・展開図や相貫体などについて理解している。

創意工夫（思考・判断）し，正確な展開図や相貫

体をえがくことができる。 

 

・展開図や相貫体などについて理解している。

興味・関心をもち，正確な展開図や相貫体をえが

けるよう意欲的に取り組んでいる。 

〇 〇 〇 10 

３
学
期 

【知】 

・JIS 規格で定められた尺度や図面

の様式等について理解させる。 

・実践的な関連知識や技能を身につ

けさせる。 

 

【思】 

・JIS 規格で定められた尺度や図面

の様式等に思考・判断し，内容の理

解に取り組ませる。 

  

【学】 

・JIS 規格で定められた尺度や図面

の様式等に興味・関心をもち，内容

の理解に意欲的に取り組ませる。 

第２章 製作図 

1 製作図のあらまし 

 1 製作図 

 2 尺度 

 ３ 図面の様式 

 ４ 製作図のかき方と検図 

 ５ 図面の管理 

 

・製作に必要な情報が含まれた図面(部品図・

組立図）の作成に欠かせない基本的な考え方

や手法について学習する。 

・製作図の種類や用途等を理解し，製作図(原

図）のかき方や検図の仕方について，実技(演

習課題等）を通して学習する。 

・図面管理の重要性を理解し，最近の電子情

報化に向けた取り組みについて学習する。 

 

教材 

・教科書、副教材、プリント等 

・JIS 規格で定められた尺度や図面の様式等につ

いて理解している。 

・実践的な関連知識や技能を身につけている。 

 

・JIS 規格で定められた尺度や図面の様式等に思

考・判断し，内容の理解に取り組んでいる。 

  

・JIS 規格で定められた尺度や図面の様式等に興

味・関心をもち，内容の理解に意欲的に取り組ん

でいる。 〇 〇 〇 16 

 



 

作成年月日：令和   6 年   ４ 月 16 日 

総合工科高等学校 令和６年度 ２学年 年間授業計画 

教科 工業 科目  実習 単位数 4 単位 対象学年組 第２学年 １ 組 

組教科担当 1 組 
矢野/佐々木/笹平/

佐伯 
2 組  3 組  4 組  5 組  

使用教科書 自作テキスト 

教科の目標 

工業の見かた・考えかたを働かせて、これから学ぶ製作実習などの実践的・体験的な学習を通して、工業の諸課題を適切に解決できる基礎的な 

資質・能力の育成を目指す。また、３班に分けてローテーションさせることで、機械や自動車を学ぶ上で必要な基本的な知識をきめ細かく育成す

る。 

【知識及び技能】 機械の基本や工作機械、自動車の基本や構造などの知識、また、その取扱い方法等を学ぶことで、工業を学ぶ上で必要な知識

や技能を身につけさせる。 

【思考力、判断力、表現力等】 実習や実験などを行い、工業的な探究する力を養う。また、作品や報告書の作成により表現力等を育成する。 

【学びに向かう力、人間性等】 工業技術に触れることにより、主体的に興味・関心を持ち、改善や向上をめざして学ぶ態度を身につけさせる。 

科目の目標 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

 機械の基本や工作機械、自動車の基本や構造

などの知識、また、その取扱い方法等を学ぶこ

とで、工業を学ぶ上で必要な知識や技能を身に

つけさせる。 

実習や実験などを行い、工業的な探究する力を養

う。また、作品や報告書の作成により表現力等を育

成する。 

 工業技術に触れることにより、主体的に興味・関心を

持ち、改善や向上をめざして学ぶ態度を身につけさせ

る。 

  単元の具体的な指導目標 指導項目･内容 評価規準 知 思 学 
配当 

時間 

１
学
期
～
３
学
期 

 単 元  

「実習」を学ぶにあたって 

【知識及び技能】 

・実習場所及び機械名を理解させ

る。 

【思考力、判断力、表現力】  

・実習報告書の重要性を理解させ

る。 

【学びに向かう力、人間性】 

・服装、持ち物を理解させる。 

・指導事項 

実習を学ぶにあたっての心がまえ、内容、

服装、集合場所、持ち物等の指導を行う。 

 

・教材 

自作テキスト及び実習機械 

 

 

これから学ぶ「実習」が工業各分野に共通す

る基礎的な知識、技術、態度を実習を通して習

得する意義を理解させる。 

○ ○ ○ 2 

 単 元 

人と技術と環境 

 

【知識及び技能】 

・技術者として、人と社会のかか

わりや工業技術が担う役割を理解

させる。 

【思考力、判断力、表現力】  

・技術者として、人と社会のかか

わりや工業技術が担う役割を理解

させる。 

【学びに向かう力、人間性】  

・産業構造や就業構造について理

解させ、専門技術者には職業資格

の取得が必要な事を理解させる。 

 

・指導事項 

実習を学ぶにあたっての心がまえ、人と社

会のかかわりや工業技術が担う役割を理解さ

せる。 

 

・教材 

自作テキスト及び実習機械 

 

これから学ぶ「実習」が工業各分野に共通す

る基礎的な知識、技術、態度を実習を通して習

得する意義を理解させる。 

○ ○ ○ 2 

単 元 

 事故防止と安全作業の心がまえ 

 

【知識及び技能】 

・事故防止に努め、安全に作業を

行う態度を身につけさせる。 

【思考力、判断力、表現力】 

・事故発生時の対処について理解

させ、安全に行動ができる態度を

身に付けさせる。 

 

【学びに向かう力、人間性】 

・指導事項 

実習を学ぶにあたっての心がまえ、事故防

止に努め、安全に作業を行う態度を身につけ

させる。 

 

・教材 

自作テキスト及び実習機械 

 

 

 

 

 

 

これから学ぶ「実習」が工業各分野に共通す

る基礎的な知識、技術、態度を実習を通して習

得する意義を理解させる。 

また、安全を第一に考えることを理解させ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ○ ○ 2 



・安全に行動ができる態度を身に

付けさせる。 

 

単 元 

 実験・実習報告書の作成 

 

【知識及び技能】 

・実験・実習の結果を報告書とし

てまとめる手法を習得させる。 

【思考力、判断力、表現力】 

・実験・実習の結果を報告書とし

てまとめる手法を習得させる。 

【学びに向かう力、人間性】 

・実験・実習の結果を報告書とし

てまとめる手法や表現方法を習得

させる。 

 

 

 

 

 

・指導事項 

実験・実習の結果を報告書としてまとめる

手法を習得させる。 

 

・教材 

自作テキスト 

 

 

 

 

これから学ぶ「実習」が工業各分野に共通す

る基礎的な知識、技術、態度を実習を通して習

得する意義を理解させるとともに、報告書とし

てまとめる手法を理解させる。 

 

単 元 

 基本作業 

  寸法のはかり方 

  工具の取扱い 

 

【知識及び技能】 

・代表的な測定器の種類や使用方

法を理解させる。 

【思考力、判断力、表現力】 

・測定箇所による適切な測定器の

選び方を習得させる。 

【学びに向かう力、人間性】 

・測定することの重要性や測定器

の取扱い方法を理解させる。 

 

・指導事項 

 長さの代表的な測定器の測定方法について

習得させ、測定値には誤差が含まれているこ

とを理解させる。 

基礎的な工具の選定や扱いかたについて習

得させ、作業を正しい手法で能率よく進めら

れるようにさせる。 

・教材 

 定規、ノギス、マイクロメータ 

 スパナ、めがねレンチ、ソケットレンチ 

 トルクレンチ等 

 

 

これから工業を学ぶ上で使用する代表的な測

定器や工具類の種類や名称、取扱い方法を理解

させるとともに、その応用方法を理解させる。 

○ ○ ○ 4 

単 元 

 実 習（3 班に分かれて行う） 

  旋 盤 

  F  A 

  自動車① 

 

【知識及び技能】 

旋盤 器具の使用方法、防具の意 

味を理解させる。 

FA  用具の取扱い、FA 知識の必

要性を理解させる。 

自動車① 

   自動車を整備する際の基本 

  を理解させる。 

【思考力、判断力、表現力】 

旋盤 旋盤の種類や方向が適切に 

行えるようにする。 

FA  金工やすりの選び方や 

加工方向が適切にできる 

ようにする。 

自動車① 

   工具の使い分けや車両の取 

扱いが適切にできるようにす 

る。 

【学びに向かう力、人間性】 

各班の作業を理解し、適切な報

告書が作成できるようにする。 

 

・指導事項 

 各班、基本的な器具の使用方法を理解さ

せ、安全を第一に考えて作業が出来るように

する。 

 

・教材 

  旋盤、金工やすり、ハイトゲージ、ケガ

キ器具、FA システム、実習車、ガレージジャ

ッキ、めがねレンチ、ソケットレンチ 等 

・各工具や器具の基本的な取り扱いが出来てい 

るか。 

・安全を第一に考え作業が出来ているか。 

・報告書が適切に作成されているか。 

○ ○ ○ 42 



単 元 

 実 習（3 班に分かれて行う） 

  フライス 

  溶接ロボット 

  自動車② 

【知識及び技能】 

フライス フライス盤の取扱い、

フライス加工の必要性

を理解させる。 

溶接ロボ 器具の使用方法、防具

の意味を理解させる。 

自動車② ガソリンエンジンの基

本と構造を理解させ

る。 

【思考力、判断力、表現力】 
フライス 切削工具の選び方や加 
 

工方法加工方向が適切 
 
にできるようにする。 

溶接ロボ 溶接の種類や方向が適

切に行えるようにす

る。 

自動車② 工具の使い分けや分解

順序が適切にできるよ

うにする。 

【学びに向かう力、人間性】 

各班の作業を理解し、適切な報

告書が作成できるようにする。 

 

 

 

 

・指導事項 

 各班、基本的な器具や機械の使用方法を理

解させ、安全を第一に考えて作業が出来るよ

うにする。 

 

・教材 

  フライス盤、小型汎用エンジン、めがね

レンチ、ソケットレンチ  等 

 

・各工具や器具の基本的な取り扱いが出来てい 

るか。 

・安全を第一に考え作業が出来ているか。 

・報告書が適切に作成されているか。 

○ ○ ○ 60 

３
学
期 

単元 

課題研究（プロローグ） 

・指導事項 

 研究テーマになりうる題材を見つけ、どの

ようにしてその問題を解決するか計画を立て

られるように、助言・指導を行う。 

・探求心をもって問題に取り組んでいるか。 

・仲間と協働して活動ができているか。 

・問題解決に向けた計画を立てられているか。 

〇 〇 〇 24 

 

 



 

作成年月日：令和 ６ 年 ４ 月 16 日 

総合工科高等学校 令和６年度 ２学年 年間授業計画 

教科 工業 科目 工業情報数理 単位数 ２単位 対象学年組 第２学年  １ 組 

組教科担当 1 組 佐伯、吉田 2 組  3 組  4 組  5 組  

使用教科書 実教出版「工業 718 工業情報数理」 

教科の目標 
工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，ものづくりを通じ，地域や社会の健全で持続的な発展を担う

職業人として必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

【知識及び技能】 工業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 工業に関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】 
職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，工業の発展に主体的かつ協働的に取り組

む態度を養う。 

科目の目標 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

工業の各分野における情報技術の進展と情報の

意義や役割及び数理処理の理論を理解するとと

もに，関連する技術を身に付けるようにする。 

情報化の進展が産業社会に与える影響に関する課題

を発見し，工業に携わる者として科学的な根拠に基

づき工業技術の進展に対応し解決する力を養う。 

工業の各分野において情報技術及び情報手段や数理処理

を活用する力の向上を目指して自ら学び，工業の発展に

主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

  単元の具体的な指導目標 指導項目･内容 評価規準 知 思 学 
配当 

時間 

１
学
期 

第 6 章 ハードウェア 

〇データの表し方 

・コンピュータで用いるデータの

表し方について理解させる。 

○論理回路の基礎 

・基本論理回路（AND・OR・

NOT）について理解する 

・応用論理回路について 

・コンピュータで用いる数値の取扱方法につ

いて、教科書の演習問題や全国工業高等学校

長協会主催情報技術検定に関連する問題を取

り上げ、生徒の学習の動機付けを行う。 

・基本的な論理回路について、教科書の演習

問題や全国工業高等学校長協会主催情報技術

検定に関連する問題を取り上げ、生徒の学習

の動機付けを行う。 

・２進数と 16 進数について理解し、変換など

の計算ができる。 

・2 進数の四則計算ができる。 

・基本論理回路について理解し、真理値表や論

理式、組み合わせ回路を解析できる。 〇  〇 16 

第７章 コンピュータネットワー

ク 

〇コンピュータネットワークの概

要 

・コンピュータネットワークを利

用したデータ通信の利点について

理解させる。 

・LAN、WAN、インターネットが私たちの暮

らしを支えていることに留意する。 

・データ通信システムと情報通信ネットワーク

の概要について理解している。 

・データ通信の概要とネットワークの概要につ

いて関心がある。 〇  〇 6 

第９章 情報技術の活用 

1. マルチメディア 

・マルチメディアの概要と情報の

ディジタル化などについて理解さ

せる。 

・マルチメディアの活用としては、データ圧

縮技術が重要であることに留意する。 

・実際に一人一台端末で操作をさせる。 

・マルチメディア機器やマルチメディアソフト

ウェアの操作に関する技術を習得している。 

・マルチメディアのハードウェアやソフトウェ

アに関心がある。 

〇  〇 8 

２
学
期 

〇情報デザイン 

・マルチメディアを用いた表現方

法を学習する 

・テーマを決め、そのことについ

て発表をするための、スライドを

作成する。 

・グループで協働し、それぞれが

役割を理解して、活動する。 

・調査の内容が知的財産権に接触しないよう

に留意し、必要な事は出展標記などが必要で

ある事に留意させる。 

・発表のプレゼンテーションを作成する際に

は、視聴する誰もがより分かり易く、見易い

スライドを作成するように、ユニバーサルデ

ザインを考慮することが大切である事を学

ぶ。 

・テーマに関する調査と、そこに関わる項目に

ついての考察ができている。 

・グループで協働し、それぞれの役割を理解し

て成果を出せている。 

・発表に用いるスライドが、適切にデザインさ

れており、誰にも分かり易い。 

〇 〇 〇 12 

第３章 プログラミングの基礎 

〇プログラムのつくり方・プログ

ラム言語の種類について理解させ

る。 

・流れ図（アルゴリズム）の概要

を学習する。 

・プログラムの流れを理解させる

ため、アルゴリズム制作の演習を

行う 

・流れ図の種類と使い方、アルゴリズム進行

のルールなどを理解させる。 

・分かり易いプログラムを作成する必要性に

ついて、理解できるように留意する。 

・教科書の演習問題や全国工業高等学校長協

会主催情報技術検定に関連する問題を取り上

げ、生徒の学習の動機付けを行う。 

・流れ図の種類と使い方、アルゴリズムのルー

ルを理解している。 

・基本的なプログラムを流れ図に置き換えられ

る。 

・作成したアルゴリズムが、どの様に実行され

るのか、説明できる技術を習得している。 

 

〇 〇 〇 10 



第５章 C によるプログラミング 

〇C の特徴 

・簡単なプログラムによって C の

特徴を理解させる。 

・C プログラムは、関数の集まりであり、行

番号の概念がないことを指導する。 

・プリプロセス、ヘッダファイル、main 関数な

どについて理解している。 

・C はコンパイラ言語であることや、プリプロ

セスや関数などの C の特徴に関心がある。 

〇 〇 〇 10 

３
学
期 

第８章 コンピュータ制御 

〇コンピュータ制御の概要 

・コンピュータ制御の考え方につい

て理解させる。 

○制御とプログラムの融合 

・コンピュータ制御により動くアク

チュエータなどを用いて、プログラ

ムにより制御ができる事を体感す

る。 

・身のまわりにはコンピュータで制御されて

いるものが多いことに留意する。 

・コンピュータ制御とプログラムが密接な関

係である事を理解させる。 

・実際にアクチュエータを動かすためのプロ

グラムを作成し、実行する事によってそれら

を体感する。 

・身のまわりの機器に組み込まれているコンピ

ュータの特徴を説明できる。 

・身のまわりのコンピュータ制御に関心があ

る。 

・アクチュエータを動かすためのプログラムを

作成できる。 
   12 

 



 

作成年月日：令和 6 年 ４ 月 16 日 

総合工科高等学校 令和６年度２学年 年間授業計画 

教科 工業 科目 製図 単位数 ２単位 対象学年組 第２学年  １ 組 

組教科担当 1 組 吉田/佐伯 2 組  3 組  4 組  5 組  

使用教科書 実教出版「７実教７０２機械製図」 

教科の目標 
工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，ものづくりを通じ，地域や社会の健全で持続的な発展を担う

職業人として必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

【 知識及び技能 】 工業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 工業に関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。また、作品や報告書

の作成により表現力等を育成する。 

【学びに向かう力、人間性等】 職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，工業の発展に主体的かつ協働的に取り組

む態度を養う。 

科目の目標 

【知】 【思】 【学】 

各種機械や部品の製作に使用される図面などの

作成に関する基礎的・基本的な知識と技術を習

得するとともに，各種機械や部品の製作に使用

される図面等の役割や作図法，図面などを正し

く読み，作成できる力を身につけている。 

各種機械や部品の製作に使用される図面などの作成

における諸問題を的確に把握（分析）し，考察を深

めるとともに，機械製図に関する知識と技術を活用

しながら表現する力を身につけている。 

各種機械や部品の製作に使用される図面などを作成する

ことに興味・関心をもち，機械製図の意義や役割の理解

および諸問題の解決を目指して，主体的に学習に取り組

もうとしている。 

  単元の具体的な指導目標 指導項目･内容 評価規準 知 思 学 
配当 

時間 

１
学
期 

【知】・機械や部品の製作に使用さ

れる図面の役割や｢製図総則」，

｢機械製図」などの JIS 規格を理解

させる。 

・様々な図示法の有用性について

正しく理解している。 

 

【思】 

・修得した知識を活かし、誤りのな

い図面を作図させる。 

・製図道具を正しく使用し図面の作

成を行うことができる。 

 

【学】 

・ていねいかつ迅速に書くことの重

要性を知り、図面は他人が見るもの

であるという意識を持ち、取り組む

ことができる。 

①三角法 

 ②等角図 

 ③不足線 

 ④片側断面図示法 

 ⑤補助投影図 

⑥展開図 

⑦三面図 

・機械や部品の製作に使用される図面の役割や

｢製図総則」，｢機械製図」などの JIS 規格の必

要性を理解している。 

 

・誤りのない図面をかくことができる実践的な

知識を身につけている。 

 

・ていねいかつ迅速に書こうという意識や取り

組みが見えること。 

 

・三角法について正しく理解している。 

・三角法を正しく書くことができる。 

 

・等角図について正しく理解している。 

・等角図を正しく書くことができる。 

 

・片側断面図示法について正しく理解してい

る。 

・片側断面図示法を正しく書くことができる。 

 

・展開図について正しく理解している。 

・展開図を正しく書くことができる。 

〇 〇 〇 24 

２
学
期 

【知】・機械や部品の製作に使用さ

れる図面の役割や｢製図総則」，

｢機械製図」などの JIS 規格を理解

させる。 

・様々な図示法の有用性について

正しく理解している。 

 

【思】 

・修得した知識を活かし、誤りのな

い図面を作図させる。 

・製図道具を正しく使用し図面の作

成を行うことができる。 

 

【学】 

・ていねいかつ迅速に書くことの重

要性を知り、図面は他人が見るもの

であるという意識を持ち、取り組む

 ①支持台 

 ②軸受ふた 

③軸受 

 ④平歯車 

・機械や部品の製作に使用される図面の役割や

｢製図総則」，｢機械製図」などの JIS 規格の必

要性を理解している。 

 

・誤りのない図面をかくことができる実践的な

知識を身につけている。 

 

・ていねいかつ迅速に書こうという意識や取り

組みが見えること。 

 

・複雑な図面に対しても粘り強い姿勢で取り組

むことができる。 

 

 

〇 〇 〇 26 



ことができる。 

３
学
期 

【知】・機械や部品の製作に使用さ

れる図面の役割や｢製図総則」，

｢機械製図」などの JIS 規格を理解

させる。 

・様々な図示法の有用性について

正しく理解している。 

 

【思】 

・修得した知識を活かし、誤りのな

い図面を作図させる。 

・製図道具を正しく使用し図面の作

成を行うことができる。 

 

【学】 

・ていねいかつ迅速に書くことの重

要性を知り、図面は他人が見るもの

であるという意識を持ち、取り組む

ことができる。 

 ⑤歯車軸 

 ⑥片口スパナ 

・機械や部品の製作に使用される図面の役割や

｢製図総則」，｢機械製図」などの JIS 規格の必

要性を理解している。 

 

・誤りのない図面をかくことができる実践的な

知識を身につけている。 

 

・ていねいかつ迅速に書こうという意識や取り

組みが見えること。 

 

・複雑な図面に対しても粘り強い姿勢で取り組

むことができる。 

 

〇 〇 〇 20 

 



年間授業計画

高等学校 令和6年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

・エネルギーと仕事，動力の表し
かた・計算法を理解させ，それら
の関係を理解させる。
・関数電卓の活用

【知識・技能】
仕事の概念や原理，エネルギーと動力について理解
し，それらの計算法を身に付けている。
【思考・判断・表現】
仕事や動力，仕事の原理をてこ・輪軸・滑車・斜面
などの道具やさまざまな機械の具体例を考察でき，
計算の過程や結果を表現する力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
機械の仕事や動力に関心をもち，理解しようとして
いる。

〇 〇 4

・摩擦による損失と機械効率につ
いて考察させ，計算方法を理解さ
せる。
・関数電卓の活用

【知識・技能】
摩擦の性質や滑り摩擦と転がり摩擦を理解し，摩擦
の計算法を身に付けている。
【思考・判断・表現】
機械の効率が摩擦に左右されることを表現する力を
身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
摩擦と機械の効率の関係に関心をもち，摩擦の利用
について探究し，理解しようとしている。

〇 〇 4

・力の大きさや向き，力の合成・
分解，力のつり合いなどについて
解析の手法を学習させる。
・力のモーメントと偶力の意味，
その大きさの計算法について理解
させる。
・重心の意味とその求めかたを理
解させる。
・関数電卓の活用

　2.　機械設計

・製品ができるまでの流れを理解
させ，設計が仕様→総合→解析→
評価→(最適化)→設計解の流れで
行われることを認識させる。

【知識・技能】
作図や計算で力を合成・分解する方法，計算によっ
て力のモーメント・偶力・重心を求める方法を理解
し，結果を導き出すことができる。
【思考・判断・表現】
力を数学的にとらえ数式で適切に表現する力を身に
付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
機械に働く力の工学的意義や物体に動きを与える力
について関心をもち，理解しようとする。

・コンピュータやインターネット
を利用することで，設計業務の効
率化になっていることを理解させ
る。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

安全で安心な機械を設計する力の向上を目指し
て自ら学び，情報技術や環境技術を活用した製
造に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

１
学
期

第1章　機械と設計
　1.　機械のしくみ

・機械のなりたちやしくみを構成
部品・機構・制御方法，機械要素
の面から理解させる。

・機械の定義を理解させ，機械，
器具，構造物の違いや機械のなり
たちを考察させる。
・社会における機械の重要性を認
識させる。

【知識・技能】
機械の定義を理解している。
【思考・判断・表現】
機械の定義などを考察し，機械か否かを総合的に判
断している。
【主体的に学習に取り組む態度】
機械に関心をもち，機械の定義,機械のしくみ,機械
の機構，機械要素を探究しようとしている。

〇 〇 4

第2章　機械に働く力と仕事
　1.　機械に働く力

・機械部品にはつねに何らかの力
が働いていることを理解させ，機
械設計で，力や運動・仕事や動力
を扱う意義を考察させる。

【知識・技能】
設計の進めかたを理解している。
【思考・判断・表現】
生産における設計の役割や設計の各段階の内容につ
いて考えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
機械設計に関心をもち，設計の基本を理解し，意欲
的に取り組もうとしている。

〇 〇 4

　5.　摩擦と機械の効率

・機械に働く摩擦の種類と性質に
ついて考察させ，その計算法を理
解させる。

　4.　仕事と動力

・仕事の定義，道具や機械の仕事
の原理，仕事のもとになるエネル
ギー，仕事の時間に対する割合で
ある動力について理解させる。

　2.　運　動

・速度と加速度の意味や計算のし
かたを理解させる。

　3.　力と運動の法則

・運動の三法則，運動量保存の法
則を理解させる。

・回転運動における周速度・角速
度，回転速度，向心加速度の意味
とその計算のしかたを理解させ
る。
・関数電卓の活用

・関数電卓の活用

【知識・技能】
直線運動や回転運動の速度・加速度の計算法を理解
している。
【思考・判断・表現】
直線運動や回転運動によって起きる現象を考え，判
断・表現する力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
運動によってどのような力が作用するか，力によっ
て起きる運動を理解しようとしている。

〇

〇 〇 10

配当
時数

4

【知識・技能】
運動する物体と力の関係を計算で示す能力を身に付
けている。
【思考・判断・表現】
運動と力の関係を運動の法則を使って探究し，計算
過程を説明する力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
運動の種類や法則に関心をもち，運動の三法則を理
解しようとしている。

〇 〇 4

〇

工業 機械設計

機械設計について機械に働く力，材料及び機械
装置の要素を踏まえて理解するとともに，関連
する技術を身に付けるようにする。

機械設計に関する課題を発見し，技術者として
科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し
解決する力を養う。

（　1組：佐々木　）（　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

工業 機械設計 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

実教出版「7実教710工業　機械設計」

工業

工業に関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，工業の発展に主体的
かつ協働的に取り組む態度を養う。

機械設計

【 知　識　及　び　技　能 】

工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，ものづ
くりを通じ，地域や社会の健全で持続的な発展を担う職業人として必要な資質・能力を次の
とおり育成することを目指す。

工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，器具や
機械などの設計に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

工業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。

（　組：　　　　） （　組：　　　　）



　3.　せん断荷重

・せん断応力とせん断ひずみは，
既習の垂直応力とひずみを対比し
て理解させる。

・せん断は，材料のずれに対する
抵抗であることを理解させる。
・横弾性係数は縦弾性係数を踏ま
えて理解させる。
・関数電卓の活用

【知識・技能】
せん断応力，せん断ひずみ，横弾性係数の関係を理
解し，横弾性係数と縦弾性係数の違いを理解してい
る。
【思考・判断・表現】
横弾性係数をせん断応力とせん断ひずみを使って説
明する力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
せん断応力とせん断ひずみ，横弾性係数について理
解しようとしている。

〇 〇 4

　4.　温度変化による影響

・材料は，温度変化によって伸び
縮みし，それがさまたげられたと
き熱応力が生じることと，その特
徴を理解させる。

・関数電卓の活用 【知識・技能】
材料の熱による伸び・縮みを計算し，熱応力を求め
ることができる。
【思考・判断・表現】
熱応力の原理を理解し，線膨張係数と関連付けて熱
応力を考える力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
熱応力に関心をもち，熱応力の発生するしくみを考
察しようとしている。

〇 〇 4

合計

70

　2.　引張・圧縮荷重

・応力とひずみの関係を考察さ
せ，応力-ひずみ線図とその内容を
理解させる。

・応力の単位，引張・圧縮応力や
ひずみの意味，その計算法を理解
させる。
・荷重と変形量の比例関係を確認
し，応力とひずみの比例定数が材
質によって一定であること，縦弾
性係数を理解させる。
・関数電卓の活用

【知識・技能】
応力を適切な単位で表現でき，応力，ひずみ，縦弾
性係数の関係，応力-ひずみ線図を理解している。
【思考・判断・表現】
応力とひずみの関係を計算により表現する力を身に
付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
荷重と応力の違い，変形量とひずみの違いや応力と
ひずみの関係を知ろうとする意欲がある。

〇

３
学
期

　6.　はりの曲げ

・はりに生ずるせん断力と曲げ
モーメントを理解させる。

・せん断力図と曲げモーメント図
のつくりかたと断面二次モーメン
トと断面係数の計算方法を習得さ
せる。
・関数電卓の活用

【知識・技能】
はりに生じるせん断力と曲げモーメント・曲げ応力
を求める方法を理解し，せん断力図と曲げモーメン
ト図を描くことができる。
【思考・判断・表現】
曲げ応力，断面二次モーメントなどの関係式より，
はりについて考える力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
曲げを受ける部材の強さに関心をもち，はりに生じ
る応力や変形について考察しようとしている。

〇 〇

２
学
期

第3章　材料の強さ
　1.　材料に加わる荷重

・材料の機械的性質を学ぶ意義を
理解させる。

・荷重に関する用語と分類につい
て理解させる。

【知識・技能】
材料に加わる荷重を正しく分類することができ，関
連する用語を正しく理解している。
【思考・判断・表現】
荷重を作用のしかたや加わる速さによって分類する
力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
材料に加わる荷重の種類を知り，身近な実例とその
現象を探究しようとする態度を身に付けている。

〇 〇

〇

12

〇 6

　5.　材料の破壊

・使用応力と許容応力を理解し，
許容応力を定める場合は，荷重の
種類・材料に応じた基準強さをも
とにすることを理解させる。

・関数電卓の活用 【知識・技能】
材料の破壊について基礎的な内容を理解し，許容応
力や安全率を計算することができる。
【思考・判断・表現】
破壊の原因を理解し，破壊が発生しない方策を考
え，許容応力と安全率の関係から部材の寸法を求め
る力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
機械や構造物を構成する部材の変形や破壊に関心を
もち，理解しようとしている。

〇 〇 6

4



 

作成年月日：令和   6 年   ４ 月 １ 日 

総合工科高等学校 令和６年度 ３学年 年間授業計画 

教科 工業 科目  実習 単位数 ３単位 対象学年組 第３学年 １ 組 

組教科担当 1 組 佐々木/笹平/吉田 2 組  3 組  4 組  5 組  

使用教科書 自作テキスト 

教科の目標 

工業の見かた・考えかたを働かせて、これから学ぶ製作実習などの実践的・体験的な学習を通して、工業の諸課題を適切に解決できる基礎的な 

資質・能力の育成を目指す。また、３班に分けてローテーションさせることで、機械や自動車を学ぶ上で必要な基本的な知識をきめ細かく育成す

る。 

【知識及び技能】 機械の基本や工作機械、自動車の基本や構造などの知識、また、その取扱い方法等を学ぶことで、工業を学ぶ上で必要な知識

や技能を身につけさせる。 

【思考力、判断力、表現力等】 実習や実験などを行い、工業的な探究する力を養う。また、作品や報告書の作成により表現力等を育成する。 

【学びに向かう力、人間性等】 工業技術に触れることにより、主体的に興味・関心を持ち、改善や向上をめざして学ぶ態度を身につけさせる。 

科目の目標 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

 機械の基本や工作機械、自動車の基本や構造

などの知識、また、その取扱い方法等を学ぶこ

とで、工業を学ぶ上で必要な知識や技能を身に

つけさせる。 

実習や実験などを行い、工業的な探究する力を養

う。また、作品や報告書の作成により表現力等を育

成する。 

 工業技術に触れることにより、主体的に興味・関心を

持ち、改善や向上をめざして学ぶ態度を身につけさせ

る。 

  単元の具体的な指導目標 指導項目･内容 評価規準 知 思 学 
配当 

時間 

１
学
期
～
３
学
期 

 単 元  

「実習」を学ぶにあたって 

【知識及び技能】 

・実習場所及び機械名を理解させ

る。 

【思考力、判断力、表現力】  

・実習報告書の重要性を理解させ

る。 

【学びに向かう力、人間性】 

・服装、持ち物を理解させる。 

・指導事項 

実習を学ぶにあたっての心がまえ、内容、

服装、集合場所、持ち物等の指導を行う。 

 

・教材 

自作テキスト及び実習機械 

 

 

これから学ぶ「実習」が工業各分野に共通す

る基礎的な知識、技術、態度を実習を通して習

得する意義を理解させる。 

○ ○ ○ 2 

 単 元 

人と技術と環境 

 

【知識及び技能】 

・技術者として、人と社会のかか

わりや工業技術が担う役割を理解

させる。 

【思考力、判断力、表現力】  

・技術者として、人と社会のかか

わりや工業技術が担う役割を理解

させる。 

【学びに向かう力、人間性】  

・産業構造や就業構造について理

解させ、専門技術者には職業資格

の取得が必要な事を理解させる。 

 

・指導事項 

実習を学ぶにあたっての心がまえ、人と社

会のかかわりや工業技術が担う役割を理解さ

せる。 

 

・教材 

自作テキスト及び実習機械 

 

これから学ぶ「実習」が工業各分野に共通す

る基礎的な知識、技術、態度を実習を通して習

得する意義を理解させる。 

○ ○ ○ 2 

単 元 

 事故防止と安全作業の心がまえ 

 

【知識及び技能】 

・事故防止に努め、安全に作業を

行う態度を身につけさせる。 

【思考力、判断力、表現力】 

・事故発生時の対処について理解

させ、安全に行動ができる態度を

身に付けさせる。 

 

【学びに向かう力、人間性】 

・安全に行動ができる態度を身に

付けさせる。 

・指導事項 

実習を学ぶにあたっての心がまえ、事故防

止に努め、安全に作業を行う態度を身につけ

させる。 

 

・教材 

自作テキスト及び実習機械 

 

 

 

 

 

 

 

これから学ぶ「実習」が工業各分野に共通す

る基礎的な知識、技術、態度を実習を通して習

得する意義を理解させる。 

また、安全を第一に考えることを理解させ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ○ ○ 2 



 

単 元 

 実験・実習報告書の作成 

 

【知識及び技能】 

・実験・実習の結果を報告書とし

てまとめる手法を習得させる。 

【思考力、判断力、表現力】 

・実験・実習の結果を報告書とし

てまとめる手法を習得させる。 

【学びに向かう力、人間性】 

・実験・実習の結果を報告書とし

てまとめる手法や表現方法を習得

させる。 

 

 

 

 

・指導事項 

実験・実習の結果を報告書としてまとめる

手法を習得させる。 

 

・教材 

自作テキスト 

 

 

 

これから学ぶ「実習」が工業各分野に共通す

る基礎的な知識、技術、態度を実習を通して習

得する意義を理解させるとともに、報告書とし

てまとめる手法を理解させる。 

 

単 元 

 基本作業 

  寸法のはかり方 

  工具の取扱い 

 

【知識及び技能】 

・代表的な測定器の種類や使用方

法を理解させる。 

【思考力、判断力、表現力】 

・測定箇所による適切な測定器の

選び方を習得させる。 

【学びに向かう力、人間性】 

・測定することの重要性や測定器

の取扱い方法を理解させる。 

 

・指導事項 

 長さの代表的な測定器の測定方法について

習得させ、測定値には誤差が含まれているこ

とを理解させる。 

基礎的な工具の選定や扱いかたについて習

得させ、作業を正しい手法で能率よく進めら

れるようにさせる。 

・教材 

 定規、ノギス、マイクロメータ 

 スパナ、めがねレンチ、ソケットレンチ 

 トルクレンチ等 

 

 

これから工業を学ぶ上で使用する代表的な測

定器や工具類の種類や名称、取扱い方法を理解

させるとともに、その応用方法を理解させる。 

○ ○ ○ 4 

単 元 

 実 習（3 班に分かれて行う） 

  マシニングセンター① 

  ３D－ＣＡＤ 

  自動車① 

 

【知識及び技能】 

マシニングセンター① 

 ＭＣ知識の必要性を理解させ

る。ＮＣプログラムを学ぶ。 

３Ｄ－ＣＡＤ 

 ＣＡＤシステムの必要性を理解

させる。３Ｄ－ＣＡＤソフトの

操作方法を学ぶ。 

自動車① 

   自動車を整備する際の基本 

  を理解させる。 

【思考力、判断力、表現力】 

マシニングセンター① 

 目的のＮＣプログラムを作成で

きるようにする。 

３Ｄ－ＣＡＤ 

 課題の図面を作成できるスキル

を学ぶ。 

自動車① 

   工具の使い分けや車両の取 

扱いが適切にできるようにす 

る。 

【学びに向かう力、人間性】 

各班の作業を理解し、適切な報

告書が作成できるようにする。 

 

・指導事項 

 各班、基本的な器具の使用方法を理解さ

せ、安全を第一に考えて作業が出来るように

する。 

 

・教材 

  旋盤、金工やすり、ハイトゲージ、ケガ

キ器具、ＭＣ／ＮＣシステム、ＣＡＤシステ

ム、実習車、ガレージジャッキ、めがねレン

チ、ソケットレンチ 等 

・各工具や器具の基本的な取り扱いが出来てい 

るか。 

・安全を第一に考え作業が出来ているか。 

・報告書が適切に作成されているか。 

○ ○ ○ 42 



単 元 

 実 習（3 班に分かれて行う） 

  マシニングセンター② 

  レーザー加工 

  自動車② 

【知識及び技能】 

マシニングセンター② 

 応用プログラムについて理解す

る。 

レーザー加工 

 レーザー加工機の概要と操作を

学ぶ。 

自動車② ガソリンエンジンの基

本と構造を理解させ

る。 

【思考力、判断力、表現力】 

マシニングセンター② 

 応用プログラムが作成できるよ

うにする。 

レーザー加工 

 ＣＡＤを応用したプログラムの

作成、実際に加工ができる様に

する。 

自動車② 工具の使い分けや分解

順序が適切にできるよ

うにする。 

【学びに向かう力、人間性】 

各班の作業を理解し、適切な報

告書が作成できるようにする。 

 

 

 

 

・指導事項 

 各班、基本的な器具や機械の使用方法を理

解させ、安全を第一に考えて作業が出来るよ

うにする。 

 

・教材 

  ＭＣ／ＮＣシステム、ＣＡＤシステム、

レーザー加工機システム、実習車、めがね、

レンチ、ソケットレンチ  等 

 

・各工具や器具の基本的な取り扱いが出来てい 

るか。 

・安全を第一に考え作業が出来ているか。 

・報告書が適切に作成されているか。 

○ ○ ○ 60 

３
学
期 

2 学期に準ずる（ローテーション） 2 学期に準ずる（ローテーション） 2 学期に準ずる（ローテーション） 

〇 〇 〇 24 

 

 



 

作成年月日：令和 6 年 ４ 月 16 日 

総合工科高等学校 令和６年度 ３学年 年間授業計画 

教科 工業 科目 製図 単位数 ２単位 対象学年組 第３学年  １ 組 

組教科担当 1 組 吉田 2 組  3 組  4 組  5 組  

使用教科書 実教出版「７実教７０２機械製図」 

教科の目標 
工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，ものづくりを通じ，地域や社会の健全で持続的な発展を担う

職業人として必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

【 知識及び技能 】 工業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 工業に関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。また、作品や報告書

の作成により表現力等を育成する。 

【学びに向かう力、人間性等】 職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，工業の発展に主体的かつ協働的に取り組

む態度を養う。 

科目の目標 

【知】 【思】 【学】 

各種機械や部品の製作に使用される図面などの

作成に関する基礎的・基本的な知識と技術を習

得するとともに，各種機械や部品の製作に使用

される図面等の役割や作図法，図面などを正し

く読み，作成できる力を身につけている。 

各種機械や部品の製作に使用される図面などの作成

における諸問題を的確に把握（分析）し，考察を深

めるとともに，機械製図に関する知識と技術を活用

しながら表現する力を身につけている。 

各種機械や部品の製作に使用される図面などを作成する

ことに興味・関心をもち，機械製図の意義や役割の理解

および諸問題の解決を目指して，主体的に学習に取り組

もうとしている。 

  単元の具体的な指導目標 指導項目･内容 評価規準 知 思 学 
配当 

時間 

１
学
期 

【知】・機械や部品の製作に使用さ

れる図面の役割や｢製図総則」，

｢機械製図」などの JIS 規格を理解

させる。 

・様々な図示法の有用性について

正しく理解している。 

 

【思】 

・修得した知識を活かし、誤りのな

い図面を作図させる。 

・製図道具を正しく使用し図面の作

成を行うことができる。 

 

【学】 

・ていねいかつ迅速に書くことの重

要性を知り、図面は他人が見るもの

であるという意識を持ち、取り組む

ことができる。 

①片口スパナ 

 ②フランジ形軸継手部品図 

 ③フランジ形軸継手組立図 

  

・機械や部品の製作に使用される図面の役割や

｢製図総則」，｢機械製図」などの JIS 規格の必

要性を理解している。 

 

・誤りのない図面をかくことができる実践的な

知識を身につけている。 

 

・ていねいかつ迅速に書こうという意識や取り

組みが見えること。 

 

・三角法について正しく理解している。 

・三角法を正しく書くことができる。 

 

・等角図について正しく理解している。 

・等角図を正しく書くことができる。 

 

・片側断面図示法について正しく理解してい

る。 

・片側断面図示法を正しく書くことができる。 

 

・展開図について正しく理解している。 

・展開図を正しく書くことができる。 

〇 〇 〇 24 

２
学
期 

【知】・機械や部品の製作に使用さ

れる図面の役割や｢製図総則」，

｢機械製図」などの JIS 規格を理解

させる。 

・様々な図示法の有用性について

正しく理解している。 

 

【思】 

・修得した知識を活かし、誤りのな

い図面を作図させる。 

・製図道具を正しく使用し図面の作

成を行うことができる。 

 

【学】 

・ていねいかつ迅速に書くことの重

要性を知り、図面は他人が見るもの

であるという意識を持ち、取り組む

 ④ねじ込み形玉形弁部品図 

 ⑤ねじ込み形玉形弁組立図 

 ⑥平歯車減速機部品図 

・機械や部品の製作に使用される図面の役割や

｢製図総則」，｢機械製図」などの JIS 規格の必

要性を理解している。 

 

・誤りのない図面をかくことができる実践的な

知識を身につけている。 

 

・ていねいかつ迅速に書こうという意識や取り

組みが見えること。 

 

・複雑な図面に対しても粘り強い姿勢で取り組

むことができる。 

 

 

〇 〇 〇 26 



ことができる。 

３
学
期 

【知】・機械や部品の製作に使用さ

れる図面の役割や｢製図総則」，

｢機械製図」などの JIS 規格を理解

させる。 

・様々な図示法の有用性について

正しく理解している。 

 

【思】 

・修得した知識を活かし、誤りのな

い図面を作図させる。 

・製図道具を正しく使用し図面の作

成を行うことができる。 

 

【学】 

・ていねいかつ迅速に書くことの重

要性を知り、図面は他人が見るもの

であるという意識を持ち、取り組む

ことができる。 

 ⑦平歯車減速機組立図 ・機械や部品の製作に使用される図面の役割や

｢製図総則」，｢機械製図」などの JIS 規格の必

要性を理解している。 

 

・誤りのない図面をかくことができる実践的な

知識を身につけている。 

 

・ていねいかつ迅速に書こうという意識や取り

組みが見えること。 

 

・複雑な図面に対しても粘り強い姿勢で取り組

むことができる。 

 

〇 〇 〇 20 

 



 

作成年月日：令和   6 年   ４ 月 １ 日 

総合工科高等学校 令和６年度 ３学年 年間授業計画 

教科 工業 科目  課題研究 単位数 ３単位 対象学年組 第３学年 １ 組 

組教科担当 1 組 
佐々木/矢野/吉田/

佐伯 
2 組  3 組  4 組  5 組  

使用教科書 自作テキスト 

教科の目標 
工業の見かた・考えかたを働かせ実践的・体験的な学習を通して、工業の諸課題を適切に解決できる基礎的な資質・能力の育成を目指す。また、

テーマごとに班別行動をさせることで、仲間との協働作業や計画の必要性、機械や自動車の基本的な知識を実践の中から育成する。 

【知識及び技能】 機械の基本や工作機械、自動車の基本や構造などの知識、また、その取扱い方法等を工夫活用することで、工業を学ぶ上で必

要な知識や技能を身につけさせる。 

【思考力、判断力、表現力等】 実習や実験などを行い、工業的な探究する力を養う。また、作品やプレゼンテーションの作成により表現力等を育成する。 

【学びに向かう力、人間性等】 工業技術に研究することにより、主体的に興味・関心を持ち、改善や向上をめざして学ぶ態度を身につけさせる。 

科目の目標 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

 機械の基本や工作機械、自動車の基本や構造

などの知識、また、その取扱い方法等を学ぶこ

とで、工業を学ぶ上で必要な知識や技能を身に

つけさせる。 

製作や実験などを行い、工業的な探究する力を養

う。また、作品やプレゼンテーションの作成により

表現力等を育成する。 

 工業技術を研究することにより、主体的に興味・関心

を持ち、改善や向上をめざして学ぶ態度を身につけさせ

る。 

  単元の具体的な指導目標 指導項目･内容 評価規準 知 思 学 
配当 

時間 

１
学
期
～
３
学
期 

 単 元  

「課題研究」を行うにあたって 

【知識及び技能】 

・実習場所及び機械名を理解させ

る。 

【思考力、判断力、表現力】  

・成果発表の重要性を理解させ

る。 

【学びに向かう力、人間性】 

・服装、持ち物を理解させる。 

・指導事項 

「課題研究」を行うにあたっての心がま

え、内容、服装、集合場所、持ち物等の指導

を行う。 

 

・教材 

一人一台端末及び実習機械 

 

 

これから学ぶ「課題研究」が工業各分野に共

通する基礎的な知識、技術、態度について、課

題研究を通して習得する意義を理解させる。 

○ ○ ○ ３ 

 単 元 

研究の意義 

 

【知識及び技能】 

・技術者として、人と社会のかか

わりや工業技術が担う役割を理解

させる。 

【思考力、判断力、表現力】  

・技術者として、人と社会のかか

わりや工業技術が担う役割を理解

させる。 

【学びに向かう力、人間性】  

・産業構造や就業構造について理

解させ、専門技術者には職業資格

の取得が必要な事を理解させる。 

 

・指導事項 

「課題研究」を行うにあたっての心がま

え、内容、服装、集合場所、持ち物等の指導

を行う。 

 

・教材 

一人一台端末及び実習機械 

 

 

これから学ぶ「課題研究」が工業各分野に共

通する基礎的な知識、技術、態度について、課

題研究を通して習得する意義を理解させる。 

○ ○ ○ ３ 

単 元 

 事故防止と安全作業の心がまえ 

 

【知識及び技能】 

・事故防止に努め、安全に作業を

行う態度を身につけさせる。 

【思考力、判断力、表現力】 

・事故発生時の対処について理解

させ、安全に行動ができる態度を

身に付けさせる。 

 

【学びに向かう力、人間性】 

・安全に行動ができる態度を身に

付けさせる。 

・指導事項 

「課題研究」を行うにあたっての心がま

え、内容、服装、集合場所、持ち物等の指導

を行う。 

 

・教材 

一人一台端末及び実習機械 

 

 

これから学ぶ「課題研究」が工業各分野に共

通する基礎的な知識、技術、態度について、課

題研究を通して習得する意義を理解させる。 

○ ○ ○ ３ 



単 元 

 基本作業 

  寸法のはかり方 

  工具の取扱い 

 

【知識及び技能】 

・代表的な測定器の種類や使用方

法を理解させる。 

【思考力、判断力、表現力】 

・測定箇所による適切な測定器の

選び方を習得させる。 

【学びに向かう力、人間性】 

・測定することの重要性や測定器

の取扱い方法を理解させる。 

 

・指導事項 

 長さの代表的な測定器の測定方法について

習得させ、測定値には誤差が含まれているこ

とを理解させる。 

基礎的な工具の選定や扱いかたについて習

得させ、作業を正しい手法で能率よく進めら

れるようにさせる。 

・教材 

 定規、ノギス、マイクロメータ 

 スパナ、めがねレンチ、ソケットレンチ 

 トルクレンチ等 

 

 

これから工業を学ぶ上で使用する代表的な測

定器や工具類の種類や名称、取扱い方法を理解

させるとともに、その応用方法を理解させる。 

○ ○ ○ 4 

単 元 

 研究（各班に分かれて行う） 

【知識及び技能】 

 今までの授業で培った技術を応

用できる様にする 

【思考力、判断力、表現力】 

課題の意義を理解できるスキル

を学ぶ。 

【学びに向かう力、人間性】 

研究成果に対し、適切な報告書

やプレゼンテーションが作成でき

るようにする。 

 

・指導事項 

 各班、基本的な器具の使用方法を理解さ

せ、安全を第一に考えて作業が出来るように

する。 

 

・教材 

  旋盤、金工やすり、ハイトゲージ、ケガ

キ器具、ＭＣ／ＮＣシステム、ＣＡＤシステ

ム、パソコン、一人一台端末、等 

・各工具や器具の基本的な取り扱いが出来てい 

るか。 

・安全を第一に考え作業が出来ているか。 

・研究成果が報告書として適切に作成されてい

るか。 

○ ○ ○ 42 

単 元 

 成果発表資料の作成 

 

【知識及び技能】 

・研究の結果をプレゼンテーショ

ンとしてまとめる手法を習得させ

る。 

【思考力、判断力、表現力】 

・研究の結果をプレゼンテーショ

ンとしてまとめる手法を習得させ

る。 

【学びに向かう力、人間性】 

・研究の結果をプレゼンテーショ

ンとしてまとめる手法を習得させ

る。 

 

 

・指導事項 

 各班、基本的な器具や機械の使用方法を理

解させ、安全を第一に考えて作業が出来るよ

うにする。 

 

・教材 

  パソコン、一人一台端末、等 

 

・研究成果が報告書として適切に作成されてい

るか。 

○ ○ ○ 12 



３
学
期 

単 元 

 成果発表 

 

【知識及び技能】 

・研究の結果をプレゼンテーショ

ンできる手法を習得させる。 

【思考力、判断力、表現力】 

・研究の結果をいかに人に伝えら

れるかの手法を習得させる。 

【学びに向かう力、人間性】 

・研究の結果をプレゼンテーショ

ンとして分かり易くまとめる手法

を習得させる。 

 

 

・指導事項 

 各班、基本的な器具や機械の使用方法を理

解させ、安全を第一に考えて作業が出来るよ

うにする。 

 

・教材 

  パソコン、一人一台端末、等 

 

・研究成果が報告書として適切に作成されてい

るか。 

○ ○ ○ 12 

 

 



年間授業計画

高等学校 令和6年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

　5.　材料の破壊

・使用応力と許容応力を理解し，
許容応力を定める場合は，荷重の
種類・材料に応じた基準強さをも
とにすることを理解させる。

・関数電卓の活用 【知識・技能】
材料の破壊について基礎的な内容を理解し，許容応
力や安全率を計算することができる。
【思考・判断・表現】
破壊の原因を理解し，破壊が発生しない方策を考
え，許容応力と安全率の関係から部材の寸法を求め
る力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
機械や構造物を構成する部材の変形や破壊に関心を
もち，理解しようとしている。

〇 〇

2

　8.　座屈

・細長い部材に圧縮力が加わると
き曲折して破壊することがあるこ
とを理解させる。

・細長い部材に圧縮力が加わると
き曲折して破壊することがあるこ
とを理解させ，それを防ぐ断面形
状を考えさせる。

【知識・技能】
柱に発生する座屈の原因を理解し，オイラーの式，
ランキンの式による長柱の設計の概要を身に付けて
いる。
【思考・判断・表現】
細長い部材（柱）に圧縮力が加わるとき曲折して破
壊する現象や原因を理解し，座屈を防ぐ柱の形状を
考えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
柱に発生する座屈に関心をもち，原因や対策につい
て探究しようとしている。

〇 〇 2

　7.　ねじり

・ねじりがせん断であることを理
解させる。

・ねじりがせん断であることを理
解させる。断面二次極モーメント
と極断面係数の計算方法を習得さ
せる。

【知識・技能】
断面二次極モーメントと極断面係数の概念を理解
し，ねじりを受ける軸のせん断応力やねじり応力，
ねじれ角の計算ができる。
【思考・判断・表現】
ねじりがせん断作用であることを理解し，曲げの場
合と同様に考える力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
軸が回転動力を伝達するとき，どんな力が働くかを
推測したり，軸に生じる応力や変形について探究
し，理解しようとしている。

〇 〇 〇

・せん断は，材料のずれに対する
抵抗であることを理解させる。
・横弾性係数は縦弾性係数を踏ま
えて理解させる。
・関数電卓の活用

【知識・技能】
せん断応力，せん断ひずみ，横弾性係数の関係を理
解し，横弾性係数と縦弾性係数の違いを理解してい
る。
【思考・判断・表現】
横弾性係数をせん断応力とせん断ひずみを使って説
明する力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
せん断応力とせん断ひずみ，横弾性係数について理
解しようとしている。

〇 〇 2

配当
時数

１
学
期

　2.　引張・圧縮荷重

・応力とひずみの関係を考察さ
せ，応力-ひずみ線図とその内容を
理解させる。

・応力の単位，引張・圧縮応力や
ひずみの意味，その計算法を理解
させる。
・荷重と変形量の比例関係を確認
し，応力とひずみの比例定数が材
質によって一定であること，縦弾
性係数を理解させる。
・関数電卓の活用

【知識・技能】
応力を適切な単位で表現でき，応力，ひずみ，縦弾
性係数の関係，応力-ひずみ線図を理解している。
【思考・判断・表現】
応力とひずみの関係を計算により表現する力を身に
付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
荷重と応力の違い，変形量とひずみの違いや応力と
ひずみの関係を知ろうとする意欲がある。

〇 〇 2

　3.　せん断荷重

・せん断応力とせん断ひずみは，
既習の垂直応力とひずみを対比し
て理解させる。

2

　6.　はりの曲げ

・はりに生ずるせん断力と曲げ
モーメントを理解させる。

・せん断力図と曲げモーメント図
のつくりかたと断面二次モーメン
トと断面係数の計算方法を習得さ
せる。
・関数電卓の活用

【知識・技能】
はりに生じるせん断力と曲げモーメント・曲げ応力
を求める方法を理解し，せん断力図と曲げモーメン
ト図を描くことができる。
【思考・判断・表現】
曲げ応力，断面二次モーメントなどの関係式より，
はりについて考える力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
曲げを受ける部材の強さに関心をもち，はりに生じ
る応力や変形について考察しようとしている。

〇 〇 10

機械設計について機械に働く力，材料及び機械
装置の要素を踏まえて理解するとともに，関連
する技術を身に付けるようにする。

機械設計に関する課題を発見し，技術者として
科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し
解決する力を養う。

安全で安心な機械を設計する力の向上を目指し
て自ら学び，情報技術や環境技術を活用した製
造に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

工業に関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，工業の発展に主体的
かつ協働的に取り組む態度を養う。

機械設計
工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，器具や
機械などの設計に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

（　組：　　　　）

実教出版「工業710　機械設計1」、「工業711　機械設計2」

工業
工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，ものづ
くりを通じ，地域や社会の健全で持続的な発展を担う職業人として必要な資質・能力を次の
とおり育成することを目指す。

【 知　識　及　び　技　能 】工業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。

工業 機械設計
工業 機械設計 2

（　1組：矢野　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）



３
学
期

　3．平歯車の基礎

・標準平歯車の特徴と各部寸法の
計算法を理解させ平歯車の設計へ
発展させる。

・歯車の各部名称，歯の大きさの
表しかた，など歯車の基礎，歯数
比の意味と計算法を理解させる。
・サイクロイド曲線とインボ
リュート曲線の特徴を対比して理
解させる。

【知識・技能】
歯車各部の名称，モジュール・基準円直径・ピッチ
の関係，歯形曲線，歯のかみあい，転位などについ
て理解し，速度伝達比などを求めることができる。
【思考・判断・表現】
平歯車が，回転運動で動力を伝達できる原理の考察
することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
平歯車の基礎的な知識を身に付けようとしている。

〇 〇 4

合計

48

【知識・技能】
歯車各部の名称，モジュール・基準円直径・ピッチ
の関係，歯形曲線，歯のかみあい，転位などについ
て理解し，速度伝達比などを求めることができる。
【思考・判断・表現】
平歯車が，回転運動で動力を伝達できる原理の考察
することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
平歯車の基礎的な知識を身に付けようとしている。

〇 〇

8

第9章　歯　車
　1.　歯車の種類
　2.　回転運動の伝達

・歯車の種類と特徴・用途を理解
させ，歯車伝動への導入とする

・歯車の種類と特徴・用途を理解
させ，歯車伝動への導入とする。
・直接接触による運動伝達の方法
として転がり接触と滑り接触につ
いて学ばせ，歯車伝動への導入と
する。

【知識・技能】
歯車の種類，特徴，用途を理解している。
滑り接触，転がり接触，摩擦車を理解し，周速度，
速度伝達比を計算で求めることができる。
【思考・判断・表現】
歯車の特徴と用途を関係付けることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
回転運動を伝達する方法にはどのようなものがある
かを意欲的に調べようとしている。

〇 4

　2.　ねじに働く力と強さ

・ねじの締付けトルクの計算法や
ボルトに働く力の種類に応じた，
ボルトの大きさの計算法を理解さ
せる。

・既習の力学の発展的学習とし
て，ねじを斜面に対比して理解さ
せる。
・ねじの締付けトルクの計算法や
ボルトに働く力の種類に応じた，
ボルトの大きさの計算法を理解さ
せる。

【知識・技能】
ねじの原理を理解し，ねじに働く力から適切なねじ
の選択ができ，実際に使用するときの留意点を身に
付けている。
【思考・判断・表現】
ねじの使用状況を判断して，ボルトの大きさを決め
ることができ，はめあい長さなどについて考える力
を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
ねじが受ける荷重や，荷重に耐えるボルトについて
理解しようとしている。

〇 〇

4

・具体例を提示するなどして，ね
じの種類と各部の名称，各種のね
じの特徴を把握させ，用途を理解
させる。
・ねじの山がどのようにつくられ
ているかを考察させ，ねじの基本
について理解させる。

【知識・技能】
ねじの基本・種類・用途を理解し，リード，リード
角，ピッチ，ねじの条数の関係を理解している。
【思考・判断・表現】
ねじの山の特徴を理解し，用途に応じてどのような
ねじを使用したらよいかを判断し，規格からねじを
選択する力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
ねじに関心をもち，ねじの構造や種類・用途につい
て探究し，理解しようとしている。

〇 〇 4

２
学
期

第4章　安全・環境と設計
　1.　安全・安心と設計
　2.　倫理観を踏まえた設計
　3.　環境に配慮した設計

・信頼性とメンテナンスの関わり
について理解させる。

・信頼性とメンテナンスの関わり
について理解させる。
・技術者に倫理観が求められる理
由を製品が社会に及ぼす影響の視
点等から具体的事例をもとに考察
させる。
・地球上の資源には，かぎりがあ
ることを理解させる。

【知識・技能】
信頼性や安全性を高めるため，広い視野に立った幅
広い知識や設計法を理解している。
【思考・判断・表現】
製品が社会に及ぼす影響について，実際に起きてい
る事例を通して技術者倫理の視点から考えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
資源やエネルギーの有限性を正しく理解し，環境へ
の負荷を最小にする設計上の知識や方法を探究し，
理解しようとしている。

〇 〇 〇 4

第5章　ねじ
　1.　ねじの用途と種類

・ねじの種類と各部の名称，各種
のねじの特徴を把握させ，用途を
理解させる。

　3．平歯車の基礎

・歯車の各部名称，歯の大きさの
表しかた，など歯車の基礎，歯数
比の意味と計算法を理解させる。

・歯車の各部名称，歯の大きさの
表しかた，など歯車の基礎，歯数
比の意味と計算法を理解させる。
・サイクロイド曲線とインボ
リュート曲線の特徴を対比して理
解させる。



 

作成年月日：令和 6 年 ４ 月 1 日 

総合工科高等学校 令和６年度 ３学年 年間授業計画 

教科 工業 科目 機械工作 単位数 ４単位 対象学年組 第３学年  １ 組 

組教科担当 1 組 吉田 2 組  3 組  4 組  5 組  

使用教科書 実教出版「７実教７０８機械工作１」・「７実教７０９機械工作２」 

教科の目標 
機械工作に関する基礎的な知識と技術を理解する。機械のしくみや機械をつくる技術を実際に使用されているものと関連付けて学び，工学的思考

力を養う。機械工作をいろいろな観点から総合技術として学び，社会で活用できる知識と能力を身に付ける。 

【 知識及び技能 】 工業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 工業に関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。また、作品や報告書

の作成により表現力等を育成する。 

【学びに向かう力、人間性等】 職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，工業の発展に主体的かつ協働的に取り組

む態度を養う。 

科目の目標 

【知】 【思】 【学】 

機械工作に関する学習を通して基礎的な知識と

技術を理解し，工業の発展と調和のとれたあり

かたや現代社会における工業の意義や役割を理

解する。 

機械工作に関する諸問題の解決をめざして自ら思考

を深め，基礎的基本的な知識を活用して適切に判断

し，創意工夫する能力を身に付ける。 

身近な製品に関心を払うなどして，機械工作に関する基

礎的な知識と技術に関心を持ち，その習得に向けて意欲

的に取り組む姿勢を身につける。 

  単元の具体的な指導目標 指導項目･内容 評価規準 知 思 学 
配当 

時間 

１
学
期 

第 1 章 工業計測と測定用機器 

1 計測の基礎 

2 測定器 

3 長さの測定 

4 三次元形状の測定 

5 表面性状の測定 

6 質量と力の測定 

7 温度の測定 

基本的な測定用語と工業計測の意義を理解さ

せ，生産活動の場において測定用機器を適正に

使用する能力を身に付けさせる。 

精度・感度とそれらの関係，および最適な計測

器の選択のしかた，測定器を適正に選択する能

力を身に付けさせる。 

いろいろな長さの測定器の原理と構造を把握

させ，それを適切に選択し，適正に利用する能

力を身に付けさせる。 

質量と力，測定器の種類と原理などを把握さ

せ，適切な利用法を理解させる。 

ものづくりにおける計測することの重要性を理

解しようとしている。 

長さの測定について，測定器を選び，それを正

しく活用することに関心を持ち，意欲的に学習

に取り組もうとしている。 

各種の測定器の特徴やしくみを理解し，適切に

その種類を選定する事ができる。 
○ ○ ○ 16 

第 3 章 鋳造 

1 鋳造法と鋳型 

2 金属の溶解方法と鋳物の品質 

鋳造の特徴を理解させ，鋳造を適切に活用でき

る能力を身に付けさせる。  

いろいろな鋳造法の特徴とその製品例などを

把握させ，適切な鋳造法が選択できる知識を身

に付けさせる。砂型鋳造法と各種の鋳造法との

比較により鋳型の種類，および鋳型のつくりか

た，鋳込みなどの一連の工程と各工程における

留意事項や各種の鋳造法を活用できる能力を

身に付けさせる。 

鋳造法の特徴を，身近な製品に関連づけて理解

しようとしている。 

各種の鋳造法に関心を持ち，意欲的に学習に取

り組もうとしている。 

鋳物製品の欠陥について理解し、意欲的に学習

に取り組もうとしている。 

○ ○  20 

第 4 章 溶接と接合 

1 溶接と接合 

2 ガス溶接とガス切断 

3 アーク溶接とアーク切断 

各種溶接方法を理解させ，溶接を適切に活用で

きる能力を身に付けさせる。  

いろいろな溶接法を分類して系統的に把握さ

せ，適切な溶接法を選択できる能力を身に付け

させる。 

ガス溶接と切断の原理，特徴などの事項を把握

させ，ガス溶接と切断を適切に活用できる能力

を身に付けさせる。 

各種のアーク溶接の特徴や留意事項を理解さ

せ，アーク溶接を適切に活用できる能力を身に

付けさせる。  

溶接と接合の特徴を，身近な製品に関心を持

ち、理解しようとしている。 

各種の溶接方法を学習し，その違いや分類に関

心を持ち，意欲的に学習に取り組んでいる。 

ガス溶接とガス切断の原理に関心を持ち，意欲

的に学習に取り組もうとしている。 

各種のアーク溶接の原理やなどに関心を持ち，

意欲的に学習に取り組もうとしている。" 

○ ○  20 

２
学
期 

4 抵抗溶接 

5 いろいろな溶接法 

6 溶接以外の接合法 

各種抵抗溶接の特徴を理解させ，抵抗溶接を

適切に活用できる能力を身に付けさせる。  

いろいろな溶接法の原理，特徴などを把握さ

せ，いろいろな溶接法を適切に活用できる能

力を身に付けさせる。 

機械的な接合，接着剤による接合の原理，特

徴などを把握させ，それらを適切に活用でき

る能力を身に付けさせる。 

身近な製品の製造に使われている抵抗溶接につ

いて関心を持ち，意欲的に学習に取り組もうと

している。 

いろいろな溶接法の技術について関心を持ち，

意欲的に学習に取り組もうとしている。 

溶接以外の接合法について関心を持ち，意欲的

に学習に取り組もうとしている 

○ ○  10 



第 5 章 塑性加工 

1 塑性加工の分類 

2 素材の加工 

3 プレス加工 

4 鍛造 

5 その他の塑性加工 

6 型を用いた成形法 

 

塑性加工の特徴を理解させ，塑性加工を適切

に活用できる能力を身に付けさせる。  

塑性加工の特徴と一次加工，二次加工による

違い，その分類を理解させる。  

板材，棒材，管材などの素材の圧延加工，押

出し・引抜き加工の概要，加工装置のしくみ

について理解させる。 

プレス加工の種類，特徴などを理解し，それ

らについての知識を身に付けさせる。  

鍛造の種類，特徴などを理解させ，鍛造を適

切に活用できる能力を身に付けさせる。  

圧造，転造，スピニング加工の特徴を理解さ

せ，それらについての知識を身に付けさせ

る。 

射出成形，粉末冶金の特徴を理解させ，それ

らについての知識を身に付けさせる。 

塑性加工に関心を持ち，意欲的に学習に取り組

もうとしている。 

プレス加工・鍛造・その他の塑性加工について、

それぞれの特徴や身近な製品に関心を寄せ，そ

れらを理解しようとしている。 

型を用いた成形法の特徴に関心を持ち、理解し

ようとしている。 

○ ○  16 

第 6 章 切削加工 

1  切削工具の分類 

2 おもな工作機械と切削工具 

3 切削工具と切削条件 

4 切削理論 

5 工作機械の構成と駆動装置 

 

切削加工の特徴を理解させ，切削加工を適切

に活用できる能力を身に付けさせる。  

切削の３運動の概要を知り，切削工具の刃部

の働きを理解させる。  

各種切削工具によるさまざまな切削加工作

業，工作機械と切削工具との関係，切削工具

の種類と特徴を理解させ，各種の切削工具や

工作機械を適切に活用できる能力を身に付け

させる。  

切削工具材料に求められる性質，種類と特徴

を把握させる。切削条件の選定のしかたを理

解させ，切削工具を適切に選定して有効に活

用できる能力を身に付けさせる。  

切削のしくみを理解させ，切削にともなう

種々の現象とその対応策方法を学習し，好ま

しい切削を行う知識を身に付けさせる。 

切削加工の特徴を，身近な製品に関心を持って

理解しようとしている。 

切削加工の原理に関心を持ち，意欲的に学習に

取り組もうとしている。 

切削工具の形状や各部の働きや、切削工具材料

について関心を持ち，意欲的に学習に取り組も

うとしている。 

最適な切削条件を定められるように意欲的に学

習に取り組もうとしている。 

切削にともなう種々の事象や現象に関心を持

ち，意欲的に学習に取り組んでいる。 

工作機械を構成する装置類のしくみや原理に関

心を持ち，好ましい切削ができる様、意欲的に学

習に取り組んでいる。 

○ ○  24 

第 7 章 砥粒加工 

1 砥粒加工の分類 

2 研 削 

3 砥石車 

4 いろいろな研削・研磨 

5 遊離砥粒による加工 

砥粒加工の特徴を理解させ，これらを適切に

活用できる能力を身に付けさせる。  

砥粒加工における研削と研磨の違いと，いろ

いろな研削盤，研削方式などを学習させる。

砥石車の構成と 3 要素を理解させ，適切な砥

石を選択できる知識を身に付けさせる。 

内面研削，工具研削，ホーニング，超仕上げ

による加工原理を理解させ，その加工例を知

る事で、いろいろな研削加工を適切に活用で

きる能力を身に付けさせる。  

ラッピング，噴射加工，超音波加工の加工原

理を学習し，いろいろな砥粒加工を適切に活

用できる能力を身に付けさせる。  

砥粒加工の種類と特徴を理解しようと意欲的に

学習に取り組んでいる。 

各種研削加工の方法、砥石車の種類や構成要素

について関心を持ち，意欲的に学習に取り組も

うとしている。 

いろいろな研削･研磨について関心を持ち，意欲

的に学習に取り組もうとしている。 

遊離砥粒による加工について関心を持ち，意欲

的に学習に取り組もうとしている。 

○ ○  12 

３
学
期 

第 8 章 特殊加工と三次元造形技術 

1 特殊加工 

2 熱的な加工 

3 化学的な加工 

4 力学的な加工 

5 三次元造形技術 

特殊加工と三次元造形技術の概要を理解さ

せ，これらを適切に活用できる能力を身に付

けさせる。  

特殊加工の概要と種類、放電加工，レーザ加

工，電子ビーム加工など、それぞれの加工原

理や、従来の機械加工との違いと加工例を理

解させ，適切に活用できる能力を身に付けさ

せる。 

電解加工，化学研磨，フォトリソグラフィー

など、それぞれの加工原理や、従来の機械加

工との違いと加工例を理解させ，適切に活用

できる能力を身に付けさせる。 

液体ジェット加工，ブラスト加工など、それ

ぞれの加工原理や、従来の機械加工との違い 

特殊加工の種類と特徴を理解しようと意欲的に

学習に取り組んでいる。 

様々な特殊加工の原理や特徴に関心を持ち，意

欲的に学習に取り組もうとしている。 

熱的・化学的・力学的、それぞれの特殊加工の特

徴や違いに関心を持ち，意欲的に学習に取り組

もうとしている。 

三次元造形技術の原理や特徴に関心を持ち，意

欲的に学習に取り組もうとしている。 

○ ○  16 



 と加工例を理解させ，適切に活用できる能力

を身に付けさせる。 

三次元造形技術の種類と特徴，それぞれの造

形原理や従来の機械加工との違いを理解させ

る。 

 

    

第 9 章 表面処理 

1 めっき 

2 化成処理と陽極酸化処理 

3 いろいろな皮膜処理 

4 鋼の表面硬化 

表面処理加工の種類や特徴を理解させ適切に

活用できる能力を身に付けさせる。  

めっきの目的，種類，原理，特徴，および留

意事項を理解させ，めっきを適切に活用でき

る能力を身に付けさせる。 

化成処理と陽極酸化処理の目的，種類，原

理，特徴，および留意事項を理解させ，これ

らの処理を適切に活用できる能力を身に付け

させる。 

いろいろな皮膜処理の目的，種類，原理，特

徴，および留意事項を理解させ，いろいろな

皮膜処理を適切に活用できる能力を身に付け

させる。 

鋼の表面硬化の目的，種類，原理，特徴，お

よび留意事項を理解させ，鋼の表面硬化を適

切に活用できる能力を身に付けさせる。 

めっきの目的，種類，原理，特徴，および留意事

項を把握し，適切に活用できるように理解して

いる。 

化成処理と陽極酸化処理の目的，種類，原理，特

徴，および留意事項を把握し，これらの処理を適

切に活用できるように理解している。 

いろいろな皮膜処理の目的，種類，原理，特徴，

および留意事項を把握し，これらの処理を適切

に活用できるように理解している。 

各種の鋼の表面硬化の方法，原理，特徴，および

留意事項を把握し，これらの処理を適切に活用

できるように理解している。 

○ ○  12 

 



年間授業計画

高等学校 令和６年度  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ ○ 5

２
学
期

定期考査
○ ○

1定期考査

第5章　走行装置・懸架装置とかじ
取り装置
　1節　走行装置
　2節　懸架装置
　3節　かじ取り装置
【知識及び技能】
　自動車の概要と力学・自動車用
エンジンの働きと動力伝達装置に
関する装置及び自動車の操作と制
動についての知識を習得させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　自動車が自由に安定した走行を
するために必要な走行装置、懸架
装置及びかじ取り装置の構造・作
動・特徴について理解させる。
【学びに向かう力、人間性等】
　自動車が自由に安定した走行を
するために必要な走行装置、懸架
装置及びかじ取り装置の構造・作
動について関心を持ち、意欲的に
探究するとともに、学ぶ態度を身
につけさせる。

・指導事項
　教科書及び実習車を使用して行
う。

・教　材
　教科書及び実習車

・一人１台端末の活用　等
　インターネットを利用して最新
情報等を調べさせる。

【知識・技能】
　自動車の概要と力学・エンジンの働きと動
力伝達に関する装置及びじどうしゃの操作と
制動についての知識を習得し、実際に活用で
きる能力と態度を身についているか。
【思考・判断・表現】
　自動車が自由に安定した走行をするために
必要な走行装置、懸架装置及びかじ取り装置
の構造・作動・特徴について、自ら思考を深
めることができているか。
【主体的に学習に取り組む態度】
　自動車が自由に安定した走行をするために
必要な走行装置、懸架装置及びかじ取り装置
の構造・作動について関心を持ち、意欲的に
探究するとともに、学ぶ態度が身についてい
るか。

○

１
学
期

1

第6章　ブレーキ装置
　1節　ブレーキ装置の役割
　2節　ブレーキ装置の構造と作用

【知識及び技能】
　ブレーキ作動時の諸現象及び関
係する法規と関連付けて理解し、
自動車の安全確保に関する知識を
習得し、実際に活用できる能力と
態度を身につけさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
　自動車の走行を減速・停止させ
るためのブレーキ装置と制動時の
安定性を向上させるための装置な
どについて、自ら思考を深めさせ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　各種ブレーキ装置の構造・作動
について関心を持ち、意欲的に探
究するとともに、学ぶ態度を身に
つけさせる。

・指導事項
　教科書及び実習車を使用して行
う。

・教　材
　教科書及び実習車

・一人１台端末の活用　等
　インターネットを利用して最新
情報等を調べさせる。

【知識・技能】
　ブレーキ作動時の諸現象及び関係する法規
とを関連付けて理解し、自動車の安全確保に
関する知識等を習得し、実際に活用できる能
力と態度が身についているか。
【思考・判断・表現】
　自動車の走行を減速・停止させるための装
置について、自ら思考を深めることができて
いるか。
【主体的に学習に取り組む態度】
　各種ブレーキ装置の構造・作動について関
心を持ち、意欲的に探究するとともに、学ぶ
態度が身についているか。

○ ○ ○ 8

【 知　識　及　び　技　能 】自動車及び自動車を構成する各部分の基本的な構造・機能に関する知識を習得し、実際に活用できる能力と態度が身についている。

自動車及び自動車を構成する各部分の基本的な構造・機能に関する知識・技術に課題等を見つけ、自ら思考・判断し、創意工夫して課題解決する能力を身につける。

自動車及び自動車を構成する各部分の基本的な構造・機能に関する知識や技術に関心を持ち、意欲的に探究するとともに、学ぶ態度を身につける。

第４章 動力伝達装置
　1節　クラッチ
　2節　変速装置
　3節　その他の動力伝達装置
【知識及び技能】
　各種の動力伝達装置についての
基本的な知識を身に付けさせると
ともにその動作原理・特徴を理解
させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　動力伝達装置の構造・機能及び
変速比・減速比などについて、自
ら思考を深め、最適な数理処理を
活用し、適切な判断に基づいて創
意工夫して課題解決する能力を身
につけさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
　動力伝達装置の構造・機能など
について学び、動力伝達装置に関
心を持ち、意欲的に学ぶ態度を身
についけさせる。

・指導事項
　教科書と実習車を使用して行
う。

・教　材
　教科書及び実習車

・一人１台端末の活用　等
　インターネットを利用して最新
情報等を調べさせる。

【知識・技能】
　各種の動力伝達装置についての基本的な知
識を身につけ、その動作原理・特徴を理解
し、実際に活用できる能力と態度を身につけ
ているか。
【思考・判断・表現】
　動力伝達装置の構造・機能及び変速比・減
速比などについて、自ら思考を深めることが
できているか。
【主体的に学習に取り組む態度】
　エンジンで発生した動力を有効に駆動輪に
伝達する動力伝達装置の構造・作動について
関心を持ち、意欲的に探究するとともに、学
ぶ態度が身についているか。

○ ○ ○ 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

自動車工学（自選）

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

自動車及び自動車を構成する各部分の基本的な構
造・技術に関する知識を習得し、実際に活用でき
る能力と態度が身についている。

自動車及び自動車を構成する各部分の基本的な構
造・機能に関する知識・技術に課題を見つけ、自
ら思考・判断し、創意工夫して課題解決する能力
を身を身につける。

自動車及び自動車を構成する各部分の基本的な構
造・機能に関する知識・技術に関する知識や技術
に関心を持ち、意欲的に探究するとともに、学ぶ
態度を身を身につける。

態
配当
時数

教科 工　業 自動車工学（自選）

工　業 自動車工学（自選） 2

自動車工学２（実教出版）

工　業

（１組：笹平篤生） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）



２
学
期

定期考査
○ ○ 1

第7章　ボディ・フレームと自動車
の安全
　1節　ボディとフレーム
　2節　自動車の安全
第8章　走行と性能
　1節　走行抵抗と駆動力
　2節　直線走行性能
　3節　曲線走行性能
　4節　乗り心地性能
【知識及び技能】
　自動車の安全対策と安全装置に
ついて取扱い、自動車と安全に関
する知識と技術を習得させる。ま
た、走行時の諸現象及び関係する
法規との関連について理解させ
る。また、走行時の諸現象及び関
係する法規との関連について理解
させる。
【思考力、判断力、表現力】
　ボディやフレームについて理解
し、予防安全と衝突安全につい
て、自ら思考を深められるように
指導する。また、走行時の性能試
験の種類について理解させ、自動
車の性能に関する最適な数理処理
を活用し、適切な判断に基づいて
創意工夫しながら数値処理を行う
能力を身につけさせる。
【学びに向かう力、人間性党】
　乗用車では、ボディとフレーム
が一体になった構造のものが多く
用いられているボディの形式や構
造、フレームの骨組み及び自動車
の安全について関心を持ち、意欲
的に探究するとともに、学ぶ態度
を身につけさせる。

・指導事項
　教科書及び実習車を使用して行
う。

・教　材
　教科書及び実習車

・一人1台端末の活用　等
　インターネットを利用して最新
情報等を調べさせる。

【知識・技能】
　自動車の安全対策と安全装置について取扱
い、自動車と安全に関する知識と技術を習得
し、実際に活用できる能力と態度が身につい
ているか。また、走行時の諸現象及び関係す
る法規との関連について理解しているか。
【思考・判断・表現】
　ボディやフレームについて理解し、予防安
全と衝突安全について、自ら思考を深めるこ
とができているか。また、走行時の性能特性
並びに性能試験の種類等を理解し、最適な数
値処理を活用し、適切な判断に基づいて創意
工夫しながら数値処理を行う能力が身につい
ているか。
【主体的に学習に取り組む態度】
　ボディの形式や構造、フレームの骨組み及
び自動車の安全について関心を持ち、意欲的
に探究するとともに、学ぶ態度が身について
いるか。また、自動車の持っている性能と走
行が、どのように関わっているかについて理
解しているか。

1

第9章　自動車の電気・電子技術
　1節　バッテリ
　2節　スタータ
　3節　発電装置
　4節　点火装置
　5節　保安装置
　6節　自動車の電子制御装置
【知識・技能】
　各種の電気装置の原理と作動、
電気的現象、電気装置の活用方法
や電子制御技術の基礎的な内容を
理解し、実際に活用できる能力と
態度を身につけさせる。
【思考力、判断力、表現力】
　自動車の電気装置の構造・機能
及び部品に発生する電気的現象に
ついて理解し、最適な数理処理を
活用し、適切な数値処理を活用
し、適切な判断に基づいて創意工
夫しながら数値処理を行う能力を
身につけさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
　電源となるバッテリや発電装
置、保安装置のしくみや働き及び
電気・電子の性質について関心を
持ち、意欲的に探究するととも
に、学ぶ態度を身につけさせる。

・指導事項
　教科書及び実習車を使用して行
う。

・教　材
　教科書及び実習車

・一人1台端末の活用　等
　インターネットを利用して最新
情報等を調べさせる。

【知識・技能】
　各種の電気装置の原理と作動、電気的現
象、電気装置の活用方法や電子制御技術の基
礎的な内容を理解し、実際に活用できる能力
と態度を身についているか。
【思考・判断・表現】
　電気装置の構造・機能及び部品に発生する
電気的現象について理解し、最適な数理処理
を活用し、適切な判断に基づいて創意工夫し
ながら数値処理を行う能力を身についている
か。
【主体的に学習に取り組む態度】
　電気装置のしくみや働き及び電気・電子の
性質について関心を持ち、意欲的に探究する
とともに、学ぶ態度が身についているか。 ○

○ ○ ○ 12

○ ○ 12

48

合計

定期考査
○ ○ 1

３
学
期

定期考査
○ ○

第6章　ブレーキ装置
　1節　ブレーキ装置の役割
　2節　ブレーキ装置の構造と作用

【知識及び技能】
　ブレーキ作動時の諸現象及び関
係する法規と関連付けて理解し、
自動車の安全確保に関する知識を
習得し、実際に活用できる能力と
態度を身につけさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
　自動車の走行を減速・停止させ
るためのブレーキ装置と制動時の
安定性を向上させるための装置な
どについて、自ら思考を深めさせ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　各種ブレーキ装置の構造・作動
について関心を持ち、意欲的に探
究するとともに、学ぶ態度を身に
つけさせる。

・指導事項
　教科書及び実習車を使用して行
う。

・教　材
　教科書及び実習車

・一人１台端末の活用　等
　インターネットを利用して最新
情報等を調べさせる。

【知識・技能】
　ブレーキ作動時の諸現象及び関係する法規
とを関連付けて理解し、自動車の安全確保に
関する知識等を習得し、実際に活用できる能
力と態度が身についているか。
【思考・判断・表現】
　自動車の走行を減速・停止させるための装
置について、自ら思考を深めることができて
いるか。
【主体的に学習に取り組む態度】
　各種ブレーキ装置の構造・作動について関
心を持ち、意欲的に探究するとともに、学ぶ
態度が身についているか。

○ ○ ○ 8



年間授業計画

高等学校 令和６年度  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

自動車整備 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○○

【知識・技能】
　自動車用材料のリサイクル、自動車用材料の加
工、自動車整備に伴う各種工作法と機器の取扱いな
どに関する基本的な知識に加え、安全に配慮し実際
に活用できる技術を身につけることができる。
【思考・判断・表現】
　自動車用材料のリサイクル、自動車用材料の加
工、自動車整備に伴う各種工作法と機器の取扱いな
どについて課題を見つけ、自ら思考・判断し創意工
夫をして課題解決する能力を身につける。
【主体的に学習に取り組む態度】
　自動車用材料のリサイクル、自動車用材料の加
工、自動車整備に伴う各種工作法と機器の取扱いな
どについて意欲的に探究するとともに、学ぶ態度を
身につける。

○

○ ○

・指導事項
   教科書及び実験機器にて自動車
用材料の種類や性質を理解させ
る。
・教　材
　教科書及び実験機器
・一人1台端末の活用　等
　インターネットを利用して最新
情報等を調べさせる。

【知識・技能】
　自動車用エンジンの構造・機能・性能及び整備に
ついて基本的な知識や整備技術を身につけることに
加え、ハイブリット車について法規や取扱いを身に
つける。
【思考・判断・表現】
　自動車用エンジンの各付属装置の構造と整備に加
え、ハイブリット車の普及に伴う課題を見つけ、自
ら思考・判断し、創意工夫して課題解決する能力を
身につける。
【主体的に学習に取り組む態度】
　自動車用エンジンは、使用経過に伴い摩耗・衰損
等を生じ、出力の低下、燃料消費量の増大や排気ガ
スの増加等を生じる。また、ハイブリット車の取扱
いを含めた整備技術などについて意欲的に探究する
とともに、学ぶ態度を身につける。

○ ○ ○ 8

1

１　自動車の整備と関係法令
　①整備の目的と内容
　②道路運送車両法
【知識及び技能】
　整備の保安上の必要性、環境保
全上の必要性等を理解させる
　道路運送車両法について理解さ
せる。
【思考力、判断力、表現力等】
　関係法令を理解し、車両整備に
対し整備方法を判断できるか
【学びに向かう力、人間性等】
　積極的に関係法令を理解しよう
としているか。

・指導事項
  教科書と実際の車両を使用し理
解させる。
・教　材
  教科書及び実習車
・一人１台端末の活用　等
  インターネットを利用して最新
情報等を調べさせる。

【知識・技能】
　自動車の整備と関係法令に関する基本的な
知識を身につけ、現代社会における自動車整
備と関係法令の意義や役割を理解できる。
【思考・判断・表現】
　自動車整備に関する関係法令について課題
を見つけ、自ら思考・判断し、創意工夫して
課題解決する能力を身につける。
【主体的に学習に取り組む態度】
　自動車整備に関係する道路運送車両法、保
安基準及び自動車点検基準などに関する知識
に関心を持ち、意欲的に探究するとともに、
学ぶ態度を身につける。

○ ○ ○ 6

1
定期考査

定期考査

○ 12

３エンジンの整備
　①エンジンの点検
　②エンジンの分解
　③エンジン本体各部の点検・整
備
　④イグナイタの整備
【知識及び技能】
　ガソリンエンジンの各装置の整
備方法を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　各装置の整備方法と最善方法が
できるか。
【学びに向かう力、人間性等】
　積極的に各装置の整備方法を理
解しようとしているか。

２自動車用材料と加工
　①自動車用材料
　②材料の機械的性質
　③各種加工法
　④自動車用材料のリサイクル
【知識及び技能】
　自動車に使用される材料と加工
法について理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　材料や加工法を考え、選定でき
るか。
【学びに向かう力、人間性等】
　積極的に自動車用材料や加工法
を理解しようとしているか。

・指導事項
　教科書及び実験装置の使用方法
を理解させる。
・教材
　教科書及び実験装置
・一人１台端末の活用　等
　インターネットを利用して最新
情報等を調べさせる。

２
学
期

　⑤燃料装置の整備
　⑥潤滑装置の整備
　⑦冷却装置の整備
　⑧吸・排気装置の整備
　⑨エンジンの組立と調整
　⑩ハイブリット車・電気自動車
の取扱い
 【知識及び技能】
    エンジン各装置の整備方法を
理解させる。
 【思考力、判断力、表現力等】
　エンジン各装置の整備方法を理
解し、最善の方法が選択できる
か。
 【学びに向かう力、人間性等】
　積極的に各装置の整備方法を理
解しようとしているか。

・指導事項
　各装置の整備方法を理解させ
る。
・教　材
　教科書及び実習用教材
・一人1台端末の活用　等
　インターネットを利用して最新
情報等を調べさせる。

【知識・技能】
　自動車用エンジンの構造・機能・性能及び整備に
ついて基本的な知識や整備技術を身につけることに
加え、ハイブリット車について法規や取扱いを身に
つける。
【思考・判断・表現】
　自動車用エンジンの各付属装置の構造と整備に加
え、ハイブリット車の普及に伴う課題を見つけ、自
ら思考・判断し、創意工夫して課題解決する能力を
身につける。
【主体的に学習に取り組む態度】
　自動車用エンジンは、使用経過に伴い摩耗・衰損
等を生じ、出力の低下、燃料消費量の増大や排気ガ
スの増加等を生じる。また、ハイブリット車の取扱
いを含めた整備技術などについて意欲的に探究する
とともに、学ぶ態度を身につける。

○ ○

○ ○

態
配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

定期考査 ○ ○ 1

  ③道路運送車両の保安基準
【知識及び技能】
　法令用語を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　的確に法令用語が使えるか。
【学びに向かう力、人間性等】
　積極的に関係法令を理解しよう
としているか。

4○○

【知識・技能】
   自動車の整備と関係法令に関する基本的な知識を身につ
け、現在における自動車整備と関係法令の意義や役割を理解
できる。
【思考・判断・表現】
　自動車整備に関する関係法令について課題を見つけ、自ら
思考・判断し、創意工夫して課題解決する能力を身につけ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　自動車整備に関係する道路運送車両法、特に保安基準に関
する知識に関心を持ち、意欲的に探究するとともに、学ぶ態
度を身につける。

・指導事項
　教科書と実際の車両を使用し理
解させる。
・教　材
　教科書及び実習車
・一人１台端末の活用　等
　インターネットを利用して最新
情報等を調べさせる。

6

自動車整備

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

自動車を整備する上で必要な基本的な知識・技
能を理解させる。

自動車の整備を行う際の適切な設備や工具の使
用方法や作業の安全性を理解させる。

自己流ではなく自動車整備の基本を身についけ
るとともに、チームワークの重要性を理解させ
る。

自動車整備（実教出版）、自動車工学１・２（実教出版）

【 知　識　及　び　技　能 】　自動車を整備する上で必要な基本的な知識・技能を理解させる。

　自動車の整備を行う際の適切な設備や工具の使用方法や作業の安全性を理解させる。

　自己流ではなく整備の基本を身につけるとともに、チームワークの重要性を理解させる。

（1組：笹平篤生） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

教科 工業 自動車整備
工業 自動車整備 4
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合計

○ 12

1

３
学
期

２
学
期

　⑤燃料装置の整備
　⑥潤滑装置の整備
　⑦冷却装置の整備
　⑧吸・排気装置の整備
　⑨エンジンの組立と調整
　⑩ハイブリット車・電気自動車
の取扱い
 【知識及び技能】
    エンジン各装置の整備方法を
理解させる。
 【思考力、判断力、表現力等】
　エンジン各装置の整備方法を理
解し、最善の方法が選択できる
か。
 【学びに向かう力、人間性等】
　積極的に各装置の整備方法を理
解しようとしているか。

・指導事項
　各装置の整備方法を理解させ
る。
・教　材
　教科書及び実習用教材
・一人1台端末の活用　等
　インターネットを利用して最新
情報等を調べさせる。

【知識・技能】
　自動車用エンジンの構造・機能・性能及び整備に
ついて基本的な知識や整備技術を身につけることに
加え、ハイブリット車について法規や取扱いを身に
つける。
【思考・判断・表現】
　自動車用エンジンの各付属装置の構造と整備に加
え、ハイブリット車の普及に伴う課題を見つけ、自
ら思考・判断し、創意工夫して課題解決する能力を
身につける。
【主体的に学習に取り組む態度】
　自動車用エンジンは、使用経過に伴い摩耗・衰損
等を生じ、出力の低下、燃料消費量の増大や排気ガ
スの増加等を生じる。また、ハイブリット車の取扱
いを含めた整備技術などについて意欲的に探究する
とともに、学ぶ態度を身につける。

○ ○

定期考査
○ ○

定期考査
○ ○ 1

４動力伝達装置の整備
　①クラッチの整備
　②トランスミッションの整備
５ステアリング装置と懸架装置の
整備
【知識及び技能】
　クラッチ、トランスミッショ
ン、ステアリング装置の整備方法
を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　ステアリング装置、トランス
ミッション等の整備方法を理解
し、最善の方法が選択できるか。
【学びに向かう力、人間性等】
　積極的に各装置の整備方法を理
解しようとしているか。

・指導事項
　動力伝達装置、ステアリング装
置の整備方法を理解させる。
・教　材
　教科書及び実習用教材
・一人1台端末の活用　等
　インターネットを利用して最新
情報等を調べさせる。

【知識・技能】
　動力伝達装置及びステアリング装置の整備
についての基本的な知識及び整備技術を身に
つけ、安全に配慮し、実際に活用できる技術
が身についている。
【思考・判断・表現】
　動力伝達装置、ステアリング装置の構造・
機能及び整備について課題を見つけ、自ら思
考・判断し、創意工夫して課題解決する能力
を身につける。
【主体的に学習に取り組む態度】
　動力伝達装置、ステアリング装置の整備に
関する知識や技術に関心を持ち、意欲的に探
究するとともに、学ぶ態度を身につけさせ
る。

○ ○ ○ 6


